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挨 拶 
剣道専門分科会 会長      

数馬 広二（工学院大学 教授） 
 

錦秋の候、皆様におかれまして

は益々ご健勝のこととお慶び申し

上げます。 

このたび令和 5．6．7 年度の 3

年間、会長を務めさせていただき

ます数馬広二です。平成 11

（1999）年に設立された剣道専門

分科会は「日本の伝統文化に基づ

く剣道の人文・社会科学的研究、

スポーツ医・科学に基づく自然科

学的研究、競技力向上のための実

践的研究、教育現場における指導

法の研究、生涯武道としての剣道

の研究、そして国際化への対応な

ど山積する課題に対して、より多

角的・学際的な立場で剣道の未来

を考え研究してゆくことが必要不

可欠である」（『日本武道学会創立

五十周年記念誌』）という趣旨に

おいて活動を行ってまいりまし

た。現在も学会での企画講演、研

究会、ESPRIT の発行を三本柱と

して事務局のご尽力をいただき、

剣道を研究する先生方の強い結束

をもち活動を続けています。創立

以来の約四半世紀、私自身も素晴

らしい先生方から多くの 

ご指導をいただいてまいりまし

た。 

さて 9 月 4 日・5 日に行われた

日本武道学会第 56 回大会は、緑

豊かな大阪教育大学柏原キャンパ

スで「対面」開催となり、会場の

内外では研究仲間と談笑する光景

をたくさん目にしました。太田順

康大会実行委員長はじめ関西支部

の先生方には大変お世話になりま

したことを御礼申し上げます。と

くに大会 2 日目午後の剣道専門分

科会企画の関伸夫先生（スポーツ

庁政策課教科調査官）をお招きし

ての講演会では、剣道のみならず

ほかの武道種目の先生方もお集り

いただき、活発な質疑応答が交わ

されました。私自身はこの講演会

を通して、剣道の武道としての素

材をどのように教えれば生徒一人

ひとりが元気で教養豊かに育って

ゆくのかを考える貴重な場となり

ました。また本年 3 月には

「BUDO WORLD（武道ワール

ド）」との共催で、ドイツ在住の

クンプ・嘉寿子先生からの Zoom

講演をいただきました。先生の精

力的な活動の中で剣道の楽しさに

触れるイベントの工夫が大変参考

になりました。関、クンプ両先生

のお話はこの『ESPRIT』に収 

載しておりますのでご一読くださ

い。 

ところで、長らく続いた新型コ

ロナ感染症拡大の下で学校にお勤

めの先生方は、オンライン用の教

材づくりに時間を割かれていたの

ではないでしょうか。一部の大学

では、オンライン授業の比率が高

くなり、学生がキャンパスにいな

いことで課外活動は逼迫状態にあ

ると聞いています。われわれは道

場で「稽古」を通して剣道の技や

その背景となる考え方を指導され

ました。しかしポスト・コロナの

この時期、大学においては未だに

十分な「稽古」の環境が戻ってき

たとはいえません。剣道における

稽古の意義や目的を次の世代にど

のように伝えるのがよいかは課題

の一つとなると思います。またこ

の期間、日本剣道形の学習につい

て考える機会もありました。いか

に竹刀剣道とのつながりの上で

「いのちのやりとり」を前提とし

た理合に興味を抱かせ、生徒に日

本剣道形を学習させるかというこ

とも課題だと感じました。日本で

はご高齢で道場に立ちご指導され

る先生が数多くおられます。海外

でも年齢を重ねて稽古を続ける剣

道愛好者が増えてきました。その

先生方は細心の注意を払い身心の

バランスを保ち、自ら活力を得て

おられるという点で人生 100 年時

代の鑑と考えます。その意味でも

剣道は益々世界から注目されるで

しょう。剣道専門分科会は、設立

の趣旨にある「剣道の未来を考え

研究してゆくことが必要不可欠」

を心して、未来を見つめそれぞれ

の活動を継続してゆきましょう。

本会会員の研究成果が、海外の剣

道研究者や剣道愛好者にも読ま

れ、多くの交流ができますことを

望み、さらには若手研究者のご活

躍を期待し、挨拶とさせていただ

きます。 
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1．イントロダクション 

【本多】日本武道学会第 56

回大会・剣道専門分科会企

画公演「学校体育における

武道授業の一層の充実に向

けて」。この研究会の司会を

させていただきます、福岡

教育大学の本多です。 

 

【天野】東海大学の天野で

す。よろしくお願いいたし

ます。 

 

【本多】それでは、この研

究会の趣旨について、まず

私から説明をさせていただ

きます。2008 年 3 月の学習

指導要領の改訂に伴いまし

て、他の領域と同じく武道

が必修となりまして、平成

24年度からの完全実施にな

っております。2008 年の告

示から数えていきますと、

およそ 15 年が経過してお

ります。その間、ギガスクー

ル構想の前倒しに伴う 1 人

1台のタブレット、それを活

用した個別の最適な学びと

協同的な学びの一体的な充

実、さらには主体的・対話的

で深い学びの実現、そして

三つの資質・能力を相互に

関連づけて育成していくな

ど色々な言葉や内容が出て

きており、教育改革という

のはものすごいスピードで

進んでいるような気がいた

しております。そのような

中武道が必修化になって、

その授業の実態や成果や課

題を踏まえつつ、そしてこ

れから武道授業の在り方と

いうものを理解、把握して

いくのはとても大切なこと

なのではないかということ

で、今回の研究会の内容と

して、関先生をお招きして

勉強していくということに

なりました。今回、スポーツ

庁政策課・教科調査官の関

伸夫先生にお越しいただき

ました。関先生につきまし

令和 5 年度⽇本武道学会第 56 回⼤会 剣道専⾨分科会企画講演 

学校体育における武道授業の⼀層の充実に向けて 
講師： 関 伸夫 ⽒ (スポーツ庁政策課・教科調査官) 
司会： 本多 壮太郎 ⽒ (福岡教育⼤学 教授) 

天野 聡 ⽒ （東海⼤学 准教授） 
⽇時： 令和５年 9 ⽉ 5 ⽇（⽕） 14:30〜16:00 
場所： ⼤阪教育⼤学 柏原キャンパス 

司会の天野⽒と本多⽒ 当⽇の様⼦ 
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ては、今回のこちらのフラ

イヤー、もしくは大会号の

5 ページに詳しく掲載して

ありますが、関先生は東京

都の公立高等学校の教諭、

東京都教育庁指導主事等を

経られまして、現在スポー

ツ庁政策課・教科調査官を

なされています。平成 31 年

からです。その間、順天堂大

学の大学院で研究もされ、

博士号も取得されて、そし

て全国を色々飛び回って精

力的に学習指導要領の視点

に基づいた授業づくりで、

我々本当に勉強させていた

だいております。先生、本日

はどうぞよろしくお願いい

たします。 

この研究会の流れですけ

れども、早速、この後関先生

におよそ 60 分お話しいた

だきまして、それから質疑

応答の時間を設けたいと思

っております。では早速、関

先生よろしくお願いいたし

ます。 

 

２．講演 

 

【関】改めまして、みなさ

んこんにちは。ただいまご

紹介いただきました、スポ

ーツ庁政策課の関と申しま

す。いま過分なご紹介を本

多先生から頂きましたけれ

ども、本多先生とも指導要

領にかかわるお仕事を一緒

にさせていただいていると

ころで、私も勉強させてい

ただいています。私は東京

都の公立高校の体育教員を

していて、その後指導主事

として、東京都の教育委員

会にきたところまではいい

んですけれども、そのあと

なぜか文部科学省に行くこ

とになりまして、もう 17 年

になってしまいました。教

員になり学校体育をずっと

自分でやってきたつもりな

のですが、なぜか文科省に

行ってから学校体育以外の

部署をずっと回って仕事を

してまいりました。ちなみ

に課の名前を言うと、生涯

スポーツ課、スポーツ振興

課、健康スポーツ課、競技ス

ポーツ課、そして今の政策

課。多くの部署をまわって

やってきました。その中で

何を考えていたかというと、

どのポジションにいても、

やはり学校体育は大事だな

というのが本当に率直な感

想です。健康スポーツ課の

時には、40 兆円を超える国

民の医療費をスポーツでど

うやって減らしていくかと

いうのが僕のミッションで

した。競技スポーツ課の時

には、リオデジャネイロオ

リンピック、パラリンピッ

クだったので、そこでどれ

だけメダルを獲るかという

のが僕の仕事でした。スポ

ーツ振興課の時には、子供

からお年寄りまでのスポー関 伸夫 ⽒ 
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ツの振興をどうするのかと

いうのが僕のミッション。

こういうことをしながらも、

学校体育はすごく大事だな

と、いわゆる全ての基本と

なっているのはやはり学校

体育だろうと思って仕事を

してきました。今このポジ

ションになって 5 年目にな

りますけれども、学習指導

要領に基づいた適正な学校

体育の実施を自分のミッシ

ョンとしています。今日は

日本武道学会の剣道専門分

科会でお話しさせていただ

くことができ、本当にあり

がとうございます。なかな

か先生方を前にアカデミッ

クな話や剣道の専門的な話

というのはできないと思い

ますが、学校体育の中で武

道がどのように行われてい

るのかということを少しご

紹介することができれば幸

いに思います。短い時間で

はありますがお付き合いい

ただけたらと思います。よ

ろしくお願いします。 

今日のラインナップです

けれども、こんなふうに考

えております。5番のところ

がメインになってくるだろ

うかと思いますけれども、

私はおしゃべりなので、途

中あちこちに行って、なか

なかいちばん言いたいとこ

ろが、いつも「あとは資料を

見てください」となってし

まいますので、今日はそう

ならないように頑張りたい

と思います。まず、学習指導

要領というのは教育基本法、

学校教育法、学校教育法施

行規則等に基づいて定めら

れています。これは公的な

性格をもったものでありま

す。これに基づいて、全国で

同じ水準の教育ができるよ

うにということで定められ

ているということでありま

す。学習指導要領はだいた

い 10 年に 1 回改訂になる、

こんなスケジュールです。

今の学習指導要領の発端は、

平成 26 年に中教審という

大臣の諮問機関があり、そ

こに諮問が下りて、2年間か

けて中央教育審議会でまと

めて、答申が出て、それに基

づいて改訂が行われました。

そして一定の移行期間があ

って、例えば中学校であれ
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ば令和 3 年から全面実施と

いうのが今の学習指導要領

の流れです。これをみると、

10 年に 1 回ですから、実は

平成 26 年に中教審への諮

問が大臣から下りています

から、そうするともしかす

ると来年ぐらいには、次の

学習指導要領の諮問が下り

るかもしれません。まだ何

も知らされているわけでは

ありませんけれども、タイ

ミングからいうと、もう

そういうタイミングにな

っているということであ

ります。学習指導要領を

改訂する時というのは、

どういう話題があるかと

いうと、今の学習指導要

領が平成 26年に諮問が下

りたときに、こんなこと

を踏まえながら話をして

いたという、いくつかの

資料を持ってきました。

たとえば、向き合わなけ

ればならない社会の状況と

ありますが、これは通商白

書といって 2013 年の時の

ものです。これを見ながら

10 年後、そしてそれ以降の

子供たちにどんな力をつけ

させるべきなのかというこ

とで議論が進んでいくわけ

ですけれども、この時はた

とえば、我が国の国際的な

存在感の低下、世界の GDP

に占める日本の割合が低下

していっている。あるいは

人口の推移ですね、50 年後

には総人口が 3 割減少する

とか、それに伴って生産年

齢人口が半減するとか。あ

るいは様々な研究者の方か

らの話で、今後 10 年 20 年

で総雇用者の約 47%の仕事

が自動化されるリスクが高

いですよとか。2011 年に小

学校に入学した子供たちの

65％は、大学卒業時には今

存在していない職業に就く

だろうとか。2045 年、人工

知能が人間を追い越す可能

性がありますよとか。その

ような話の中で子供たちに

どんな力をつけさせるのか

というのが、今回改訂され

た学習指導要領の前提とな

る議論の中にあったという

ことです。ですから次の改

訂も、もうまもなく始まる
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という話をしましたけれど

も、そうするとこれから 10

年後、そしてその先の世の

中を見据えて、子供たちに

どんな力をつけさせるのか

ということが議論になって

いくということになります。

そして、将来の予測がます

ます難しい時代、予測困難

な時代なんて言われたので

すけれども、今次改訂の学

習指導が始まったらコロナ

禍になってしまって、まさ

に予測困難な時代が本当に

目の前に現れたというのが、

今回の学習指導要領です。

まさにそういう予測が難し

い時代にあって、子供たち

にどんな力を育てたいかと

いうのをいくつかこの中教

審でまとめています。これ

はちょっと長いので読んで

いると時間がなくなってし

まいますので、主体的に学

んで、自ら知識を深めて、個

性や能力を伸ばすとか、あ

るいは自分の考えを広げ、

深め、多様な人々と協働す

るとか、あるいは試行錯誤

しながら問題を解決してい

くのだとか。そういうよう

な力が、2030 年とその先を

見据えた子供たちに必要な

のだというのが、先ほどの

ようなデータや研究者の

色々な研究を踏まえて言わ

れております。 

そして今回の学習指導要

領は、大まかにこんな全体

構造になっています。社会

に開かれた教育課程、学校

だけではなくて、社会とも

連携しながら、子供たちを

育てていきましょう。そう

いうことの実現に向けて、

まず子供たちが、何ができ

るようになるかという、必

要となる資質・能力を整理

しましょう。そしてその資

質・能力を身につけるため

に何を学ぶのか、そして学

び方、どのように学ぶのか。

こういうことを中心にしな

がら、社会に開かれた教育

課程の実現を図っていく。

この何ができるようになる

か、何を学ぶか、どのように

学ぶかというのを、少しキ

ーワードとしながらこれか

ら話を進めていきたいとい

うふうに思っています。こ

れが今の学習指導要領の全

体構造になっています。ち

ょっと横道に逸れますけれ

ども、学習指導要領上どん

なふうに剣道が扱われてき

たのかというのを、昭和 33

年 35 年、中学校と高校が告

示形式になってからのもの

をずっと並べていますけれ

ども、最初の頃は中学校は

主として男子だけとなって

います。平成元年から、武

道・ダンスから一つを男女

とも選ぶ。多くは、女子がダ

ンス、男子が武道を学んで

いました。そして平成 20 年

から必修化ということで、

男女ともに武道を学ぶとい

う、こんなふうに変わって

きたということであります。

現在の武道の状況ですけれ

ども、これがスポーツ庁の

令和元年の状況調査です。
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全体の中で武道やっている

学校は、大体 6 割が柔道、

4割が剣道という感じです。

これが現状であります。男

女共習については、1 年 2 年

3年とありますけれども、大

体 6 割の学校で男女共習、

4割が別習、そんな形でやっ

ているというのが令和元年

です。それから、一定の指導

歴や研修受講歴を持った教

師が指導できる体制になっ

ているかというのは、9割以

上の学校が研修を受け、指

導歷とか受講歴を持った先

生が指導できるということ

になります。全日本剣道連

盟もスポーツ庁もそうです

けれども、研修を必修化に

なった後も非常に精力的に

実施したということの成果

だろうと思います。これは

また再度お話します。こん

な状況で、武道の授業は学

校で行われています。 

それでは武道で何ができ

るようになるのか、という

部分に戻りたいと思います。

子供たちがこれから世の中

を生きていくために必要な

身につけることを目指す三

つの資質・能力は何かとい

うことです。これはこの三

つです。何を理解している

か・何ができるようになる

かという知識及び技能。理

解していること・できるこ

とをどう使うかという、思

考力、判断力、表現力等。そ

してどのように社会と関わ

り人生を送るかという学び

に向かう力、人間性等。この

三つの資質・能力をつけま

しょうということになって

います。ここで大事なのは、

全ての教科等において、こ

の三つの資質・能力を身に

付けましょうというのが今

回の学習指導要領です。で

すから体育だけではないの

です。小学校の算数も国語

も中学校の英語も理科も、

高校のもちろん体育も全て

の教科等においてこれをや

りましょうとなっています

から、何が大事かというこ

とですね。保健体育の学習

を通して育成を目指す知識

及び技能とは何なのか、思

考力、判断力、表現力等とは

何なのか、学びに向かう力、

人間性等とは何なのかとい
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うことを、体育の教員がし

っかり理解をしていないと

いけないということです。

時々、研修に行くと「技能だ

けが大事ですから」という

先生がいらっしゃるんです

ね。でもそういうわけにい

かないです。先ほどお話し

たように、これから次の学

習指導要領の改訂になって

きます。そのときに、全ての

教科でこの三つの資質・能

力をつけるとなっています

よね。算数はどんな結果が

得られましたか。体育はど

ういう成果が出たのですか

というときに技能しかやっ

ていませんと答えるわけに

はいかないです。保健体育

の学習を通して育成を目指

す知識及び技能、あるいは

思考力、判断力、表現力等

と、学びに向かう力、人間性

等とは何かというのを考え

るということは、それぞれ

の領域にもこれがあるとい

うことなので、武道の学習

を通して身に付けるこの三

つとは何なのかというのを、

武道の授業のときにはしっ

かり考えて、子供たちに指

導していくことが重要です。

あとで、体育の中で、武道は

どうだったの、ダンスはど

うだったの、球技はどうだ

ったのと聞かれるわけです。

武道は技能だけやっていま

した、あとは知りませんと

いうわけにもいかないとい

うことになりますよね。で

すから、私、あちらこちらで

話をするときに先生方には

それぞれの領域におけるこ

の三つの資質・能力って何

なのですかと、学習指導要

領解説にちゃんと書いてあ

るので、それをしっかり理

解してやってくださいねと
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いう話をしています。そう

いう授業をしっかりやって

いただくことが重要だとい

うことを、お話をしていま

す。 

次に、その三つの資質・能

力を身につけるために、何

を学ぶのか、いわゆる教科

の目標・内容です。これは先

ほど出てきたところですね。

中学校の保健体育科の目標

ですけども、これまでの学

習指導要領は 1 文で書いて

ありましたけれども、今回

は三つの資質・能力という

ことが明確に言われていま

すので、新しい学習指導要

領の中学校の保健体育科の

目標の柱書があって、そし

て⑴で書かれている内容が、

これは知識及び技能に関す

る目標、⑵は思考力、判断

力、表現力等に関する目標、

⑶が学びに向かう力、人間

性等に関する目標、こうい

うふうに目標も書き分けら

れています。ですからこの

目標に向かって授業をやっ

ていくということになりま

す。この三つですね、三つの

資質・能力の話をしました。

知識及び技能とは何なのか

ということですけど、学習

指導要領は 2 年ずつの内容

のまとまりで、指導内容が

示されています。例えば知

識であれば中 1 中 2 ではこ

れを教えましょう。中 3 高

１ではこれを教えましょう。

そして、高 2 高 3 以降では

これを教えましょうという

ふうになっていますので、

それぞれの示されている内

容を 2 年間できちっと教え

ていただくということにな

ります。例えば、中１中２だ
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と体つくり運動のこと、体

の動きを高める方法、運動

の特性や成り立ち、それは

武道であれば武道の特性や

成り立ち、剣道であれば剣

道、柔道であれば柔道の領

域に関連して高まる態度、

伝統的な考え方、これはま

さに武道特有の部分です。

表現の仕方、これはダンス

ですね。こういうのを教え

ることになります。今言っ

たものが、武道にはどう書

いてあるかというと、中 1

中２は上の緑色の枠、中 3

と高校入学年次が青色の枠、

あとが高校の 2 年生以上と

いうことで、こんなことを

武道では知識及び技能で教

えましょうということが書

いてあります。知識のとこ

ろは、何々を理解するのか

というのが全部あるのです

けど、その部分が知識の内

容になります。何が書いて

あるのかというと、武道の

特性や成り立ち、伝統的な

考え方、技の名称や行い方、

その運動に関連して高まる

態度などを理解するとあり

ます。これは例えば、武道は

対人的な技能をもとにした

運動で我が国特有の文化で

あることをしっかり教えて

ください、武道には技能の

習得を通して人間形成を図

るという伝統的な考え方が

あることとか、それから武

道には技やその名称があり、

それぞれ技を身につけるた

めの技術的なポイントがあ

るなどですね。武道、水泳、

陸上競技、器械運動、そうい

う領域ごとに教える知識の

内容というのは、共通して

いるところもありますけれ

ども、それぞれの領域ごと

に書き分けられています。
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ですから、それぞれの領域

のところで教えるべきこと

をきちっと教えていくとい

うことになります。知識は、

例えば武道であれば、こう

いう運動だよとか、こんな

歴史があるっていうことを、

単に教えるだけではなくて

子供たちがそれによって、

その武道領域に興味を示し、

そして考える基となる知識

になって、例えば技には名

称があり、技を身につける

ための技術的なポイントが

あることを具体的に教える

ことで、子供たちはそうい

うものがあるというのを改

めて理解した上で、実際に

やってみようとして、知識

と技能が結びつく。そうい

うのが非常に重要だという

ことで、今回、知識及び技能

というまとまりになってお

ります。実はこの知識とい

うのが非常に重要で、「知識

基盤社会」と今は言われて

いますけれども、そういう

意味では、この知識という

ところを我々も非常に重視

していつも話をしています。 

技能は、先生方には本当

に言うまでもありませんが、

中 1、中 2 の武道のところ

で見れば、基本動作や基本

となる技を用いて簡易な攻

防を展開する。アが柔道で

イが剣道で、ウが相撲。具体

的に簡易な攻防とは何だと

いうことも、解説に書いて

あります。それにプラスし

て、指導に際しては、「先生

方はこういうところに注意

してくださいね」、「攻防を

展開するときには技の動き

を正しく行うようにするこ

と、体さばきや竹刀操作を

用いて相手の構えを崩した

り、相手の打突をかわした

りして打突できるようにす

ることが大切です」、こうい

うこともちゃんと言ってく

ださいねということも書い

てあります。これも、剣道は

剣道で柔道は柔道、相撲は

相撲で書き分けられていま

すので、それぞれの種目を

教える時に、先生方はこう

いうところを理解しながら

授業を行っていくというこ

とになります。技能のとこ

ろは今言ったような例示が

あるのですけれども、技能

は何のために教えるかとい

うことなのですね。もちろ

ん上手になることは大事な

のですけれども、やはり固
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有の動きをきちっと教える

ことで、それぞれの領域、武

道、水泳、ダンス、陸上、そ

れぞれの領域の楽しさを味

わうことに繋げる。そのた

めに技能を子供たちにしっ

かり教えることが大事なの

だろうと思っています。 

これは僕の経験ですけれ

ども、私は高校で剣道の授

業をしたときに、最初に剣

道を持った子供たちは 4 時

間ぐらいすり足をやらせて

いました。すり足と１、２、

３みたいな、それができな

ければ面はつけさせないよ

と言いながら。もうそのこ

ろの子供たちに今謝りたい

です。やはり子供たちが攻

防を楽しむという前提には、

もちろん安全のこともあり

ます。何が何でも急にやる

ということではないですけ

れども、ある程度のところ

を限られた時間の中で、そ

の武道の特性を味わわせる

ためにはどうしたらいいの

かということを考えていく

ことが重要です。そのため

の技能だということは理解

していかないといけない。

一番危ないのは、言ったら

怒られてしまいますけど、

専門家です。バレーボール

も私が新人の頃、ラリーが

続かないので 1 バウンドま

でありにしようよと言った

ら、バレーボールの先生が

僕の授業を見ていて、終わ

った後体育教官室でしこた

ま絞られました。バレーボ

ールというのは、ボールを

落とさない競技なのだよ。

それをワンバウンドしてい

いというのは、何だそれは

と言う。でも子供たちはそ

れで 3 回続くのです。3 段

攻撃になるわけです。すご

く楽しくやるわけですよね。

そこから少しずつ正規のル

ールにしていくということ

はあると思いますけども、

何が言いたいかっていうと、

その領域の楽しさを味わう

にはどうしたらいいかとい

うところを、技能の指導で

は考えていく必要があるの

だろうといつも思っていま

す。 

二つ目です。思考力、判断

力、表現力等の指導内容も

結構あります。同じように
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中 1 中 2 で教えること、中

3 高 1 で教えること、2 年ご

とのまとまりになっている

のですけれども、体の動か

し方や行い方、課題や出来

映えを伝えるとか、自己の

課題に応じた練習方法を選

ぶとか、いわゆる体の動か

し方や行い方を思考して、

自分のどこが違うのかな、

どういう練習方法が大事な

のかということを考えて、

自分で書いたり、あるいは

仲間に伝えたり、先生に言

ったり。そういうことをし

ましょうということです。

そういうことを学習しまし

ょうということですけれど

も、体の動かし方や行い方

だけではなくて、体力や健

康・安全に関する思考力、

判断力、表現力等では、安

全上の留意点を他の学習場

面に当てはめるなど、その

ようなこともありますし、

運動実践に繋がる態度に関

する思考力、判断力、表現力

等では、公正、フェアプレ

ー、ルールやマナーを守る

ということに関して、相手

のいいところを見つけて伝

えるというのも、体育の学

習中にあるのです。それか

ら役割分担に応じた活動の

仕方を見つける。違いを踏

まえて楽しむことを見つけ

て伝える、これは今回の新

しい学習指導要領の体育の

中に新しく入ってきた「共

生」です。こういうことも、

どうしたらそういうふうな

ことができるのかというの

をみんなで考えよう、学び

ながら考えようというのが

今回の学習指導要領です。

こういうふうに、思考力、判

断力、表現力等といっても、

かなりいろんなカテゴリー

があります。中３以降は、生

涯スポーツの設計に関する

思考力、判断力、表現力等も

あります。こういうのは、運

動に継続して親しむための

関わり方を見つけるという

ことも考えていきましょう

ということです。今言った

ように、例えば中 1 中 2 だ

と、武道であれば攻防など

の自己の課題を発見し合理

的な解決に向けて運動の取

り組み方を工夫するととも
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に、自己の考えたことを他

者に伝えるといったような

ことも、武道の中でしっか

りと考えることになります。

これは何なのかということ

を具体的に言うと、仲間の

課題や出来映えを伝えるこ

とです。剣道でお互いに面

打ちをやりました。そした

ら提示された動きのポイン

ト、面打ちはこういうのが

ポイントだよとか、うまく

いかないときはこういうの

はつまずくよね、など。その

ような部分は、中 1 中２は

始めたばかりですから先生

がまず示してあげて、そし

て、僕が例えば本多君が打

った面打ちを見て「本多君

ここがいいよね」など課題

だけではない出来映えを伝

えるとか、いいところを伝

えると、「多分ここが先生の

言っていた動きのポイント

で、よくできているよ」とい

うようなことをお互いにそ

こで言い合うことができる。

そのような活動も体育の中

でやりましょうというのが、

今回の三つの資質・能力の

一つにあります。 

そして三つの資質・能力

のうち、最後の学びに向か

う力、人間性等、これを指導

していきましょうというこ

とになります。これは実は

今回の学習指導要領改訂の

ときに、体育としてはかな

り大きなチャレンジをした

ところであります。実はこ

の学びに向かう力、人間性

等の具体的な指導内容とい

うのは、他の教科は示され

ていないのです。他の教科

は学びに向かう力、人間性

等について目標には書いて

います。こういうふうにし

ましょうと目標には書いて

ありますけど、何を教える

のですかというのは書いて

いません。しかし、体育は従

前から「態度」を内容として

取り扱っているので、今回

についても体育は譲りませ

んよということで、今言っ

た積極的に取り組むとか、

自主的に取り組むとか、そ

して健康・安全、公正、協力、

責任、参画、共生、こういう

ことの態度をしっかりと体

育の授業の中で身に付けさ

せましょうという具体的な
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指導軸を体育は残していま

す。これは、他の教科とは違

います。こういう具体的な

指導内容は同じ保健体育科

でも保健にもないんですね。

体育特有の内容になります。

ですからここは、逆に言う

と体育のストロングポイン

トです。こういうことをし

っかり教えてくださいとい

うことです。具体的に言う

と、中 1 中 2 であれば、愛

好的な態度で積極的に取り

組む、あるいは公正ですね、

ルールやマナー、フェアプ

レイ、武道で言えば、相手を

尊重し伝統的な行動の仕方

を守ろうとする。あるいは、

協力とか責任、良い演技を

認める、学習を援助する、分

担した役割を果たそうとす

る。そして、「参画・共生」

ですね。参画というのは話

し合いに参加しようとする。

最後は、高校卒業のときに

は、合意形成に貢献すると

いうところまで、質的にも

高まっていることになりま

す。 

共生とは、先ほど言いま

したけれども、一人一人の

違いを認める。一人一人の

違いを大切にする。いわゆ

る態度を内在化するような

ところまで高校のところで

持ってきているということ

になります。こういうよう

な様々な学びに向かう力、

人間性等の内容が領域によ

って示されているので、そ

れをちゃんとやってくださ

いということになります。

こうなると、中 1 中 2 のと

ころでは、武道についてど

う書いてあるかというと、

「武道に積極的に取り組む

とともに相手を尊重し伝統

的な行動をすること」です

ね。この部分は、他の領域に

はもちろんないところです。

相手を尊重し伝統的な行動

を守ろうとすることという

のは、武道にしかない内容

になります。解説にはこう

書いてあります。相手を尊

重し、伝統的な行動の仕方

を守ろうとすることは、武

道は相手と直接的に攻防し、

互いに高め合うという特徴

があるため、礼に始まり礼

に終わるといわれるように、

相手を尊重し合うための独

自の作法、所作を守ること

に取り組もうとすることと

しました。これは具体的な

ことを書いてあります。た
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だ、「礼に始まり礼に終わる」

ということをやりなさいと

子供たちに言うだけだと、

それだけです。そうではな

くて、何のためにそれがあ

るのかということを教えて

いくことが大事なので、そ

れがこの学びに向かう力、

人間性等それぞれの項目の

ところについてです。その

ため、伝統的な行動の仕方

を守ることで、自分で自分

を律する克己の心に触れる

ことにつながるということ

を理解していくようにする。

なお伝統的な行動の仕方の

指導については、単に形の

指導に終わるのではなく、

相手を尊重する気持ちを込

めて行うことが大切です。

こういうことを書いてある

ので、体育の先生たちはこ

ういうところを読んで授業

をやっているはずです。こ

こは絶対に外さないでくだ

さいねと言っています。こ

ういう態度についても、体

育の授業の中では武道だけ

ではなくて、この伝統的な

行動の仕方は武道だけです

けれども、責任、協力、共生

などのことというのは体育

の中でしっかり学ばせると

いうことになっています。 

今お話した、何を学ぶか、

どのように学ぶか、何がで

きるようになるかという三

つの資質・能力、そしてそれ

のために何を学ぶのかとい

うことがあって、それをど

のように学ぶのかというの

を、今回しっかり考えると

いうのが大きなポイントに

なっています。それがこの

部分ですね。先生方、お話聞

いているかもしれませんけ

ども、いわゆる主体的・対話

的で深い学びの視点からの

授業改善をしっかりやりま

しょうということで、何を

学ぶかだけではなくて、ど

のように学ぶかを重視して、

主体的な学びになっている

か、対話的な学びになって

いるか、深い学びになって

いるかという視点から授業

をする。今言ったどういう

資質・能力を身につけて、そ

のためにはどんな指導内容

をするのかという所までは

いいです。それを指導する

ときに、体育以外の教科で

言えば、いわゆるチョーク・

アンド・トークと言われて

いる言葉で、先生がバーッ

と一方的に説明していく授

業というのは、タイプでい

えば「これやれ、あれやれ」

と、ずっと指示をして一斉

にやっているのと同じ、僕

のイメージとしては同じな

んですね。そういうことで

はなくて、子供たちがどう

やって学んでいるのかとい

うことをしっかりやらない

と、どれだけ良い資質・能力

を書いてあったり、その中

身をこうだよねということ

が書いてあっても、実際の

学習の場面が、一斉指導が

悪いとは言いませんけども、

とにかく先生がやれと言っ

たことをやらせているだけ

の授業でやっていれば、そ

れは子供たちに本当に将来

役に立つ力が身に付くのだ



 

17 
 

ろうかということになると

思います。なので、この三つ

の視点で授業を見ていきま

しょう。自分の授業を振り

返りましょう。それから、そ

れぞれが授業研究をしたと

きにもこの視点で見ていき

ましょうということを今言

っています。ですから今ま

ではどちらかというと、授

業研究をして、終わった後、

研究会があります。そのと

きに、今日の授業どうでし

たかねと、色々な人が色々

なことを言うんですね。そ

うすると、授業をした方が

色々なことを言われて、今

日はどうもありがとうござ

いましたと言って、30 分・

1 時間の協議が終わってし

まうんです。僕が行くとき

は必ず、授業が始まる前、

「来られた先生方、この視

点で見てください」「最後に、

この視点で指摘をしてくだ

さい」ということを言いま

す。そうすると、皆さんその

目で見ていく。最後の研究

協議会も、「この視点」で話

がどんどん収斂していくと

いうことがあります。 

子供たちが主体的に学ん

でいるかというのは、学習

の見通しを立てたり、振り

返りをきちんとさせるとい

うことを、それぞれみます。

対話的な学びも、対話によ

って自己の考えを広げ、深

めたりする、そんな場面を

作っていますか、深い学び

についても同じです。深い

学びを作り出すために、思

考と思考、知識と知識が結

びついて、子供たちが一つ

の知識だけではなく、それ

を他の知識と結びつけたり
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しながら、どんどん考えを

広げて創造していくことが

できるようなことをちゃん

とやっていますか。それに

は生徒が考える場面と、教

師が教える場面をどういう

ふうに組み立てていますか、

みたいなことですね。こん

な視点で授業を改善してい

くことが大事ですよという

ことで、今回の学習指導要

領の本体に、「主体的・対話

的」で深い学びという言葉

が入ってきたところです。

本体というのはどういうこ

とかというと、先ほど言い

ましたけれども、法的なも

のでありますが、そこにこ

ういうのが入ってきたこと

は、すごく大きなことです

よね。ですから、こんなこと

が大事だという話をしてい

ます。 

ここが今日一番言いたか

ったので、今までのところ

はサーっとやってきてしま

いましたけど、それでは武

道の授業の一層の充実に向

けてというのをどう私が考

えているかをお話をして、

この後の協議のところで皆

さんから色々なご意見、お

話を伺いたいと思います。

たくさんありますけれども、

三つだけお話したいと思い

ます。 

一つ目は、身につけるこ

とを目指す三つの資質・能

力をバランスよく武道の授

業でも育成しましょうとい

うことが一つ。それから二

つ目は、武道特有の指導内
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容はやはり確実に指導しま

しょう。それから三つ目が、

武道領域の楽しさを味わう

ことができる指導をしてい

きましょうという、この三

つです。 

一つ目は、身につけるこ

とを目指す三つの資質・能

力をバランスよく育成する。

これは極めて重要で、それ

はなぜかというと、先ほど

冒頭で申し上げましたけれ

ども、全ての教科等におい

て育成を目指す資質・能力

をこの三つの柱で再整理し

たわけでありますし、体育

においてもそれぞれの領域

においてこれが示されてい

るので、武道どうだったの

って聞かれたときに、それ

がきちっと結果として出て

いる必要があります。この

三つですね。知識及び技能、

思考力、判断力、表現力等、

学びに向かう力、人間性等

です。そこで、今このような

話をしています。これは指

導と評価の計画です。これ

は 1 時間目から 16 時間目

が 1 から 16 まで振ってあ

ります。これが学習の流れ

ですが、1 時間目、2 時間目

はこうしますというのを書

いています。16 時間の武道

の授業の中で、これは剣道

ですけれども、こんな学習

の活動をしますということ

が書いてあります。これは

先生方がよくやっています。

しかし書いてあることは技

能のことだけなんです。技

能をどういうふうに 1 時間

目から 16 時間目までスキ

ルをアップさせていこうか

ということを書いて、それ

で終わってしまっているの

です。そうではなくて、先ほ

ど言ったように、この中に

は技能はあるけれども、知

識はどこにあるんですか、

思考力、判断力、表現力等の

学習の場面はどこにあるん

ですか、学びに向かう力、人

間性等ってどこにあるんで

すか、というのがよくある

パターンです。 

ですから、ここの学習の

流れだけではなくて、まず

はこの三つの資質・能力の

中で、どういうことを単元

の目標にするかというのを

考えるべきです。それに見

合うように、どこでその活

動を入れて、どこで評価し

ていくかということをちゃ

んと考えているのか、評価
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するときの評価の規準もち

ゃんと持っているのか、こ

の辺は評価の研修のときに

は細かく言っていますが、

今日は時間がないので、こ

ういうような学習の流れが

あって、単元の目標があっ

て、評価の機会があってと

いうことが一覧になってい

ると。三つの資質・能力をち

ゃんと授業でしているかな

とか。あるいは指導と評価

の一体化というのは盛んに

言っているんですね。評価

したら評価で終わりではな

くて、評価したことを子供

たちがわかるように、次の

学習改善に活かすことがで

きますか。あるいは、教師が

生徒を評価したことで、自

分の授業を振り返って、自

分の指導改善に活かしてい

ますか、ということを言っ

ています。ですから、このよ

うなものがあると、それも

できているかというのがわ

かるので、指導と評価の計

画をしっかり作ってくださ

いと話しています。  

それから指導と評価の一

体化というためには、技能

を並べていくだけではなく

て、基本をして、ミニゲーム

をして、普通のゲームをし

てということだけではなく

て、その中に思考・判断をど

こに入れますか、学びに向

かう力、人間性等はどこに

入れますかというのを、し

っかりと単元をデザインし

ないと、これ今後体育は遅

れていってしまいますよと

いう話をしているんですね。

ですから、単元をしっかり

デザインするということが、

今の体育の授業の中で極め

て重要だということを伝え

ています。 

それから二つ目。武道特

有の指導内容を確実に指導

する、これもお願いしたい

というふうに思っています。

これ、A から E までありま

す。中学校・高校の保健体育

の授業の中で教える、いわ

ゆる領域と呼ばれるもので

すね。A 体つくり運動、B 器

械運動、C 陸上競技とあっ

て、H の体育理論です。こ

の H の体育理論は知識に関

する領域ですので、体育の

運動を考える上で重要な考

え方を勉強します。それ以

外のAからGまでが体を動

かすということではありま

すけれども、この BCDG と
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EF の違いですね、A は体つ

くり運動なので、ちょっと

内容が違いますけれども、

この BCDG と EF は何が違

うかというと、BCDG はい

わゆる個人的技能というふ

うに考え、EF はいわゆる対

人的技能といわれる場合も

ありますし、もう少し違う

言い方で言えば、EF はオー

プンスキル、BCDG はクロ

ーズドスキルという言い方

もあるかもしれません。 

こういうように、それぞ

れの領域に特有な学び、あ

るいは機能的な特性がある

わけですよね。それをしっ

かりと考えることで、やは

り武道というのは対人的技

能であって、水泳とか陸上

とか器械運動とかダンスと

は違いますよ。球技も対人

で武道も対人だけども、武

道というのは、特に人と 1

対 1、あるいは「体が直接向

き合ってコンタクトする」、

そんなこともあるわけです

よね。それは武道しかない

のです。ですから、そこをち

ゃんと教えていただきたい。

相手との攻防の話をしまし

たけども、そこを教えると

いうことが非常に重要だろ

うと思っています。それか

らもう一つ、特有な指導内

容の二つ目は、伝統的な行

動の仕方を大切にしようと

することです。これは先ほ

ど言いましたように、形だ

けではなくて「お互い向き

合ったら礼をしなさい」と

言って、子供たちが礼をし

なければ「おい、礼しなきゃ

駄目だ」「ちゃんと礼しなさ

い」と教えていたのでは、子

供たちは「先生に言われた

から」と、その時はできます

が、そこから出たときにで

きるかです。それが先程言

ったように、何のためにそ

れをするのかという、いわ

ゆる汎用的な知識を子供た

ちにちゃんと教えておかな

いと、それができないです。 

皆さん、これを知ってい

ますか。2021 年のマスター

ズで松山英樹さんが優勝し

たときに、キャディの早藤

さんが、18 ホールのホール

に向かって帽子を取って礼

をしました。非常に海外で

はこれが好ましく捉えられ、

ゴルフやスポーツに敬意が
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ある行為だ、彼のキャディ

そして日本は素晴らしい、

偉大な文化だと、かのジャ

ック・ニクラウスもそう言

っています。これはどうい

うことですかね。剣道・武道

の礼と、普通の礼は違うと

おっしゃっている方がいら

っしゃることも存じ上げて

いますけれども、ただ僕は

早藤さんの知り合いでも何

でもありませんから、聞い

たわけではないですが、さ

っき言ったような、武道の

礼をする、それは相手を尊

重することで、その形が現

れるのが礼だから「ちゃん

と相手と合わせてしっかり

と礼をしなさい」というこ

とを、武道の時間でなぜや

るのかを教えておけば、次

にバスケットボールの授業

になって「ゲームをやるぞ、

礼をしなさい」というとき

に、「そういえば武道の時間

に、なぜ礼をするのか学ん

だよね、ちゃんと並んで礼

しようぜ」みたいになる。そ

れができたら、今度は、例え

ば職員室に入るとき、ある

いは給食をもらいに行くと

き、感謝の気持ちを込めて、

あるいは相手を尊重して、

自然と「そういえば礼をす

るっていうのは、そういう

意味があったんだな。」、武

道の授業でできて、学校の

中でできて、社会でできた

ということであれば、これ

が一番いいなと思っていま

す。これは極端な例かもし

れませんけども、大事なこ

とは、この伝統的な行動の

仕方や、学校で学んだこと

が、生きて働く知識とか技

能でなければ、それは意味

がないということです。 

そういうことを、どれだ

け我々が体育の授業・学校

教育の中でできるか、社会

に出て生きるというのはど

ういうことなのだろうとい

うのを考えるのが大事だと

思っています。特に伝統的

な行動の仕方というのは武

道にしかありませんから。

どの教科にもないですし、

体育の中でもあるのは武道

だけでありますので、そこ

はしっかりと教えていただ

きたいというふうに思って

います。 

最後です。武道領域の楽

しさを味わうことができる

指導をするという、指導方

法や用具や場作り、こうい

うことを工夫していただき

たいということを、いつも

言っています。実は、小学校

の体育科、中高は保健体育

科の目標の柱書のところの

最初に出てくるんですね。

僕が注目したのは生涯にわ

たって心身の健康を保持増

進して、豊かなスポーツラ

イフを実現するということ

なんです。体育の目標はこ

こです。子供たちが生涯に

わたって豊かなスポーツラ

イフを実現するために、体

育をどうしたらいいか。そ

こにいつも戻ってください

ねと言います。学習指導要

領を紐解いていくと、最初

の頃から運動に親しむとか、
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そういうことはずっと目標

の中に入ってきていました。

ではそういう目標を掲げて

きた学習指導要領の下で学

んだ国民はさぞかし、スポ

ーツをやっているのだろう

と思いますが、これはスポ

ーツの実施状況に関する世

論調査です。僕もスポーツ

振興課にいた時に担当しま

した。成人の週 1 日以上の

スポーツ実施率は現在

52.3%になります。先ほど言

った学習指導要領で学んで

きた我が国の国民の週 1 日

以上のスポーツ実施率がこ

れです。これはどうでしょ

うか？それぞれ見方がある

と思います。この辺はもし

かすると、体育の成果も大

きく関連する、あるいはこ

こに大きく貢献することも

できるんじゃないかなと思

いながら、私はいつもこの

調査を見てますし、この調

査を自分が担当したときに

は、体育の授業をこれにつ

なげることができるのでは

ないか、だから体育は重要

だということを思っていま

した。 

昨年の 3 月に策定した第

3期の「スポーツ基本計画」

では、週 1 回以上のスポー

ツ実施率を 70%にしようと

いうのが国の目標になって

います。これは体育の授業

がますます重要になってき

ていると思います。なぜか

というと、これは小学 5 年

生、中学２年生の全国体力・

運動能力、運動習慣等調査

の悉皆調査になります。8種

目の体力テストと日常生活

の運動習慣や生活習慣のア

ンケートをして、200万人ぐ

らいのデータを取っていま

す。これは上が小学校、下が

中学校ですね、体育の授業

が楽しいかという質問と、

中学校でスポーツをする時

間を持ちたいですかという

質問をクロスしています。

これは横断的なデータで、

個人を結びつけているわけ

ではないので、こういう集

団はこうだということしか

言えませんから、因果関係

はわかりませんけれども、

体育が楽しいと思っている

子供の方が、やはり中学校

でも運動やスポーツをする

時間を持ちたいと思ってい

る割合が高い。中学生も保

健体育の授業が楽しいと思

っている子供たちは、やは



 

24 
 

り卒業後に運動やスポーツ

をする時間を持ちたいと思

っている割合が高い。卒業

後に運動やスポーツをする

時間を持つというのは、ま

さに生涯にわたって週１回

実施するというところに、

つながるかもしれないとい

うことになり、それを逆算

して考えれば、体育の授業

が楽しいというのは非常に

重要だということだろうと

思っています。 

体育が楽しいということ

の前に運動が楽しいと思っ

てもらうわけですけれども、

それはどういうことなのか

というのは学習指導要領の

中に書いてあります。運動

の楽しさや喜びを味わうと

いうのはどういうことかと

いうと、それはそれぞれの

運動が有する特性や魅力に

応じて運動することそのも

のを楽しんだり、その運動

の特性や魅力に触れたりす

ることが大切であるという

ことを示したものになりま

す。繰り返しになりますけ

れども、単なる表面的な楽

しかったということではな

くて、やはり武道だったら

武道の楽しさ、球技だった

ら球技の楽しさというのを

教えることが、大事なんだ

ということであります。武

道でいえば、学習指導要領

の解説の最初に出てきます、

「相手を攻撃したり相手の

技を防御したりすることに

よって、勝敗を競い合い互

いに高め合う楽しさや喜び

を味わうことができる」。ど

ういう運動なのか、どうい

う楽しさや喜びを味わうこ

とができる運動なのかとい

うのを武道なら武道、陸上

なら陸上、器械運動だった
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器械運動、それぞれの最初

の 3 行に書いてあるんです。

ですから、授業をやるとき

にはそこを絶対読んで、外

さないでくださいというこ

とをいつも言っています。

これは大事だろうと思いま

す。そういう授業を工夫し

ていくことが、やはり運動

は楽しい、体育が楽しい、そ

してその経験が、卒業して

も運動をやろうということ

に繋がっていくんだろうと

思っています。その楽しさ

や喜びを味わわせることを

ぜひ外さないで頂きたいと

思っています。 

もう最後になりますけれ

ども、ショッキングなデー

タですね。平成 26 年の全国

体力・運動能力、運動習慣調

査になります。「保健体育の

授業は楽しかったですか」

という質問に対して、「やや

楽しかった」「楽しかった」

のようなポジティブな回答

をデータにしたんですね。

器械運動、陸上、水泳、球技、

武道、ダンスがあります。武

道では「楽しかった」「やや

楽しかった」という結果が

寂しいですね。緑が女子で

すが、女子は武道が最下位

かもしれません。男子はダ

ンスの次になります。「体育

の授業でもうやりたくない

ですか」という質問には、女

子は下から陸上、武道です。

男子はダンス、器械運動の

次です。こういう現状です。 

ただ、この結果にも色々

とあって、保健体育の授業

は楽しいですかと子供たち

に聞くと、例えば、授業の始

まるときにちゃんと授業の

目標や目当て、ねらいが示

されていると思っている子

供は、体育の授業が楽しい

と思っていたり、あるいは、

授業の中で学んだことを振

り返る活動を行っていた学

校の子供たちは楽しいと思

っています。そういったこ

とを教員が指導の中で意図

的にやっていくことで、ず

いぶん授業は変わるのでは

ないかということを、この

データは示してくれている

と思っています。とはいえ、

これはスポーツ庁が主催し

た指導力向上研修です。剣

道の授業で柴田先生、本多

先生がやってくださいまし

た。用具を工夫したり、そう
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いうことをしています。柔

道ではこれです。全柔連の

指導書がこのような漫画に

なっています。やはり変わ

ってきています。 

次に、平成 24 年の武道必

修化の前に武道の授業を受

けた人と、必修化後に武道

授業を受けた人が、何をど

れだけ身に付けたかをどの

ように感じているかを比較

して研究した人がいます。

その人の研究によれば、ほ

ぼ全ての項目、知識及び技

能とか、思考・判断とかも含

めて、男女とも必修化後に

学習した人の方が、学習し

た内容が身についたと答え

ていました。そちらの数値

が高いというのが出ていま

す。その時に色々と調べて

みると、やはり研究者の先

生や現場の先生方が様々な

指導方法を開発して、それ

を今もなおどんどん出して

います。剣道もすごく多い

です。様々な先生がやられ

ていて、攻防における交代

型と一体型の指導だとか、

あるいは子供たちに審判を

させる時に「気剣体」で、A

君は「気」のところを見て、

基本打ちをやった時に B 君

C 君どっちが良かったか旗

をあげてね、じゃあ D 君は

「剣」を見て、どれだけ有効

打突に近かったか、という

ような形で「気剣体」でどち

らが勝ったか判定試合でし

たりするなど、様々なこと

をやってるんです。そうい

うことがやはり結果に出始

めていると思っています。

それがすごくやはり重要だ

ろうと思っていて、研究者

や現場の教員による指導方

法等の工夫、あるいはその

報告というものはやはり続

けていかないといけないん

だろうなと感じています。 

それから大事なのは授業

づくりの研修です。これも

先ほどお話したように、ス

ポーツ庁でもやっています。

少なくとも私が現役の教員

の時にはこのような内容は

なかったです。でも子供た

ちが楽しく感じる、あるい

は用具を工夫していきまし

ょうという研修、授業づく

りの研修というのをしてい

くことが重要だろうと思っ

ています。例えば剣道で言

えば、全剣連の指導者研修

です。平成 22 年から令和元

年までのところの数字を見

ると、47 都道府県全部で実

施しています。大体 3800 人

ぐらいの人が受講していま

す。そういう地道な活動を

していくというのは、すご

く重要だろうと思っていま

す。 

そして、「わかる」「でき

る」「安全に楽しく学ぶ」授

業、それを目指した教本、こ

れも先ほど柔道でもお話し

ましたけれども、もちろん

剣道もそうです。様々な武

道団体がこういうものをき

ちんと出して、そして授業

を楽しく安全に、充実した

ものにしていくことを後押

ししてくださっています。

私の肌感覚から言っても、

この数年間はコロナ禍で、

私が言ったような攻防まで

たどり着かない授業がある
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というのも事実です。それ

は仕方ないと思います。攻

防をしていないから、それ

は剣道をやったことにしな

い、柔道ではないなどと言

ってしまったら、もう武道

はやれないという話になっ

てしまう。どうやったらそ

れに近いこと、あるいはそ

の学びに近づけることがで

きるのかという考えがすご

く大事で、そこも先生方が

ものすごくいろんなことを

苦労して、やって頂いてき

たと感じています。武道に

ついては、成果は確実に出

てると、私は武道出身で贔

屓目に言うわけではないで

すけれども、そう思ってい

るので、ぜひこういうこと

も含めながら、引き続き武

道の授業の充実に皆様のお

力をお貸しいただけたらあ

りがたいと思っております。

ちょうど時間になると思い

ますので、終わりにしたい

と思います。拙い話でした

が、聞いていただきまして

ありがとうございました。 

 

3. 質疑応答 

【本多】関先生ありがとう

ございました。学校体育に

おける武道授業の一層の充

実に向けた取り組みについ

て、生きる力の理念の具体

化に向けて、武道の学習を

通して三つの資質・能力の

育成を目指すということを

中心に、学習指導要領の本

次改訂を踏まえ、課題とそ

の対応策についてご講演を

いただきました。さてここ

からは、ご来場の皆様から

の質疑応答に移りたいと思

います。ご質問のある方は

挙手をお願いいたします。 

 

【太田】こんにちは。大阪

教育大学の太田でございま

す。関先生ありがとうござ

いました。関先生のような

方を本当に尊敬するところ

であります。今日、僕も発表

させていただいたんですが、

私の発表のほぼ半分の部分

が先生のものと重なる部分

があって、僕の具体的な事

例のところは一緒になって

いるのかもしれないと感じ

ている次第です。本当に今

日先生が喋られたことをど

うやって皆様方にご理解い

ただけるか、私は保健体育

科教育が専門なので、理解

はできているつもりでいま

すが、そうではない方々に

どうしていくかというとこ

ろがすごく大事になると、

常々思っております。 

その上で質問をさせて頂

きたいです。私の発表でも

言ったように、学習指導要

領を見ると、領域名称が武

道に変わったときに「形
かた

」と

いうものが出来ました。こ

れは一つの大きなことで、

それをどう使うかというこ

とがありました。ただ、実際

には方法のところで使いに

くさもあると思います。「形」

をどう使えばいいのかとい

うことについて、どうお考

えなのか伺いたいです。そ

れからもう一つは「見取り

稽古」がありました。学習指
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導要領の中に「稽古」という

言葉はずっと登場してなか

ったです。「自由練習」とか

「かかり練習」という表現

になっていて「稽古」という

表現がずっと使われていま

せんでした。今回「見取り稽

古」という言葉を入れたこ

と、これはすごく重要だな

と自分自身も感じています。

それを入れるというのは、

一つはいわゆる知的理解、

知識のところで「見取る」、

見取って相手を理解する、

それから稽古を理解すると

いうような、いわゆる観戦・

鑑賞的な見取り稽古という

意味があるのかなと思いま

す。それからもう一つは運

動観察的な、運動課題を見

つけるという意識があると

も思っています。そこを気

づいた上で使ったのか、そ

れとも単に「見る」、「観戦」

の意味で、他の競技にも「観

戦」というものがあるよう

に、その流れでの「見取り稽

古」なのかというところが

気になります。私は「見取り

稽古」の本質をわかった上

で、「見取り稽古」の言葉が

増えたのだろうと思ってい

ます。もし今後、次の答申や

改訂などで「かかり練習」や

「自由練習」という表記に

おいても、「稽古」という言

葉を広げていく可能性はな

いのかと思っています。「形」

と「稽古」の問題について、

お伺いできればありがたい

です。 

 

【関】太田先生、ありがと

うございました。「形」と「稽

古」という言葉の使い方だ

と思いますけれども、今後

大事にしていきたいと思い

ます。それから「かかり練

習」や「自由練習」の名称に

関して、そこは武道以外の

「練習」との差異が何があ

るのかというのがないと、

かかり稽古や自由稽古みた

いな、「稽古」の使い方はで

きないのかなと思います。

そこが明らかになるかどう

か、次の改定に向けての課

題ということだと理解して

います。よろしいでしょう

か？ 

【太田】ありがとうござい

ます。単純に「形」と言う

と、一般の方の認識だと日

本剣道形、それから僕らに

よる授業系の「形」という

ような捉え方でしたが、体

育授業で行う、これは全て

「形」というふうに捉え

て、いろんな練習とか、自

分で組み合わせていけばも

っといいんじゃないかなと

思います。 

【関】日本剣道形の「形
かた

」

だけではなく、それぞれで

「形
かた

」を作ってみようとい

う授業をやって、非常にい

い授業を私も見たことあり

ますし、先生おっしゃる通

りだと思います。 

【太田】またその辺を考え

られるように、稽古と練習

の違いは、きちんと区別し

ていく必要があると思いま

した。ありがとうございま

した。 

【関】ありがとうございま

した。 

【天野】その他ご質問はご

ざいますでしょうか？  

【有山】関先生ありがとう

ました。追手門学院大の有

山です。すごく納得できま

したし、私もおっしゃって

いただいたことを教えてい

きたいと思って非常に勉強

になりました。1 点少しだ

けもやもやするのが、体育
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の究極の向かうところは豊

かなスポーツライフをいか

に作るかというところにあ

ると思うんです。そう考え

たときに、この武道という

領域がその豊かなスポーツ

ライフに一体どのような役

割を果たすのか、言い方を

変えれば武道教育の延長に

ある豊かなスポーツライフ

を我々はどのように描いた

らいいのかっていう点で、

僕は迷うところがありま

す。いわゆる剣道授業や柔

道授業をしても、それで剣

道、柔道をやるという人は

いないですよね。だからそ

ういうときにこの繋がりを

整理しておきたいなという

考えを持っておりました。

先生のお考えをお聞かせく

ださい。 

【関】はい、ありがとうご

ざいます。私の理解は武道

が必修化になった理由に多

分遡っていくんだろうとい

うふうに思います。武道必

修化になった理由としては

二つあると思っていて、一

つは教育基本法が改正にな

って、「伝統的」という言

葉が入ったことです。それ

からもう一つは、先生がお

っしゃった豊かなスポーツ

ライフを実現するために、

中学校 1・2 年生までで全

ての領域を教えましょう、

子供たちが学びましょう、

そして学んだことから自分

に合った領域や自分が好き

なもの、あるいはもっと自

分で極めてみたい、もっと

やってみたいっていう領域

を、中 2 までは全員やっ

て、その後の選択に繋げて

いきましょうということ

で、武道必修化になったと

いうのも、大きな一つの目

的なんですね。それを考え

れば、武道をやるかどうか

というのも、生涯にわたっ

て豊かなスポーツライフを

描くための選択肢の一つを

ちゃんと学ばせるというこ

とだと思います。さっき言

ったように、武道でしか学

べないことはあると思いま

す。剣道や柔道をそのまま

やるかわからないけれど

も、そういうことをやっ

た。そういうものが世の中

にある、自分の豊かなスポ

ーツライフの中の選択肢の

一つであるということが非

常に重要なのだろうと。子

供たちの幅を広げるという

ふうに私は理解してます。 

【有山】ありがとうござい

ます。 

【天野】その他にご質問は

ございますでしょうか？  

【植原】國學院大学の植原

です。今日は改めて、大い

に勉強させていただきまし

た。いかに自分が学習指導

要領の斜め読みをしたかな

ということを痛感させられ

ました。その意味で本当に

いい勉強させてもらったと

思います。一方で、各論的

なところで、またこういう

話をお伺いしてもどうかと

思うのですけれども、剣道

の授業でやることが盛りだ

くさんではないかという気

がしているんですね。ただ

でさえ時間が足りない。こ

れは私の能力不足の言い訳

でしかないのかもしれない

んですけども、ただそうす

ると剣道の専門的な思いが

あるからということで、盛

りだくさんになるかもしれ

ないですけれども、関先生

のお考えとして、特に剣道

に関して配当されている時

間が十分なのかどうか、他

の種目教材についても色々

とご存知だと思うので、そ
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れと比較してご意見をいた

だきたい。そして普段から

関先生ご自身も、剣道をさ

れていたことを踏まえて、

剣道のことをよりよく生徒

たちに伝えるのに十分と言

えるのかどうかということ

をお伺いしたい。もしこの

時間でやるべきものである

とすれば、我々がもっと限

られた時間の中で努力・工

夫をしなければならない。

それはいつの時代も変わら

ないことではあるのですけ

れども、関先生のご見解と

いうか、私も知識のことを

しっかりと技能の裏付けと

して教えることを挙げる

と、やはり時間が足りない

という思いがあります。で

も、それでもやるべきなの

か、関先生としては行政の

立場からどうお考えなのか

お伺いしたいと思います。 

【関】はい、ありがとうご

ざいます。中学校であれば

105 時間という 1 年間の授

業の中で、あれだけの領域

を A から H までの領域を

全部やるということになっ

ていますので、中学校でい

うと 10 時間程度がそれぞ

れの領域の単元としての目

安になっていると思いま

す。実は先生がおっしゃっ

た通り、僕も実は以前は、

剣道は体育には向いてない

と思っていました。あとは

バレーボール。なぜかと言

うと、子供たちが楽しいと

思えるまで時間かかりすぎ

ると思っていたんですね。

しかしその楽しいと思うの

は、自分が剣道をやってい

るときの楽しさと同じもの

を子供たちに求めている。

相手が出てくるところを、

パンといった、よっしゃ！

みたいな。それは 8 時間の

中では無理でしょうと思う

わけで、それでは剣道は向

いていない。でもそうでは

なくて、やはり中 1、中 2

の中でのいわゆる攻防を楽

しむというものはどういう

ことなのかというのを、

我々がその中身を精査して

いって、その中でできるこ

とをきちっとやることが大

事なんだろうと。完全に中

学 1・2 年生までの中で、

単純に剣道ができる、完全

にできるようなところまで

やると、それは実際おっし

ゃる通り難しいことだと僕

も思います。なので、そこ

は 10 時間の中で子供たち

が楽しんで、武道やその領

域の楽しさを味わえるとし

たら、どう武道という教

材、剣道という教材をちゃ

んと作れるかっていうこと

だと思うんですね。そうい

う意味では、僕はよく言う

んですが、中 1 中 2 の時に

完全なところまでやらなく

てもいいですよ。ちょっと

語弊があるように皆さんに

聞こえると申し訳ないんで

すけれども、そういうこと

じゃなくて、それはなぜか

と言うと、そこで楽しいと

思えばその後の選択授業に

なったときに剣道を選びま

す。子供が選ぶようにして

ください。つまんなかった

から選択で剣道があるけど

やめよう、となることだけ

はしないでくださいねとい

う話をしています。ですか

ら、中 1、中 2 の限られた

時間の中で、少しでも我々

がしている攻防ということ

の、すごく何段階か前のこ

とかもしれませんけれど

も、それが味わえるような

素材作りをどうしていくか

というのを考えることが重

要なんじゃないかなと思っ

ています。 
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【植原】ありがとうござい

ました。さらに試行錯誤、

努力・工夫をします。 

【天野】それでは時間も迫

ってまいりましたので、最

後の質問とさせていただき

たいと思います。 

【日置】岸村市立山田中学

校から来ました日置と申し

ます。本日は貴重な発表あ

りがとうございました。学

習指導要領の中で、伝統的

な考え方というのが文言と

して出されたのは平成 10

年、20 年だったと思うん

ですが、伝統的な考え方と

は、例えば相手のことを思

いやる、自身の感情を抑え

て相手のことを配慮すると

いうことであるというふう

に考えているんですけれど

も、先生のお話を聞かせて

いただいて、伝統的な行動

の仕方の例というのが、形

だけのものにならないよう

に、やはり考え方というの

が大事であるとなっていま

した。そういう経緯で伝統

的な考え方というのが、よ

り具体的にされていってい

るのかなと思っているんで

すが、今後次の改定も控え

ているので、伝統的な考え

方、内容がもっと充実して

いくような見通しがあるの

かをお聞きしたい。例え

ば、形の話や間合いの話、

見取り稽古、稽古の考え方

というところも、膨らんで

いくのかどうかというとこ

ろについて知りたいです。 

【関】はい、ありがとうご

ざいました。一番重要なと

ころだというふうに思って

います。態度のところにつ

いて言えば、伝統的な行動

の仕方は今おっしゃったよ

うに武道にしかありませ

ん。さっき言った共生・協

力・責任・参画などは他の

領域にもありますけれど

も、それを各領域で散りば

めているんです。全部の領

域が同じようなことをやる

のではなくて、今日その表

があればよかったんです

が、全部の領域で全ての対

応をするのではなくて、陸

上競技では例えば「共生」

と「協力」を重点的にやり

ましょうというようになっ

ています。それなぜかとい

うと、時間がないというの

も要因んですね。まさに植

原先生がおっしゃったよう

に、単元がとても短い。特

に中学校ですね。その中で

技能をやって、三つの資

質・能力をしっかりバラン

スよくやるとなると、とて

も大変なので、それぞれが

重点を置く場所を決めてい

ます。ですから、伝統的な

方法の仕方は大事で、僕も

贔屓目に言えば全部のとこ

ろでやってもいいぐらいだ

と思いますけれども、時間

数の関係もあるので、今は

他の「共生」なども含め

て、重点的に領域に配置を

しているというのが現状な

んです。ですから、「共

生」という今回新しく入っ

た、1 人 1 人の違いに応じ

てみんなで運動を楽しむに

はどうしたらよいのかとい

う考えは、全てのところに

入っている。そのようなこ

とがあるので、いわゆる伝

統的な行動の仕方というの

が、それと同じぐらい重要

になるというところまでの

議論がこれから起こるかど

うかだと思っています。中

教審の議論や、分科会の保

健体育に関する議論のとこ

ろで、そういう話になって

いくということ。それに尽

きるだろうと思います。な

ので、今はそれがどうなっ
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ていくかはわかりません

が、私のところでは現状は

そうなっているということ

のお答えです。 

【日置】ありがとうござい

ました。 

【天野】関先生、ありがと

うございました。それでは

最後に剣道専門分科会、数

馬広二会長よりご挨拶を賜

ります。 

【数馬】関先生、本日のご

講演ありがとうございまし

た。関先生は雑誌『武道』で

連載をされ、『武道学研究』

へも原著論文を書かれてお

り 素晴らしいご活躍ぶり

だと思っております。また

全国を飛び回っておられて、

先日お電話したところ、「今

日は福岡にいます。今から

もうあと 10 分後に話が始

まるのです」とおっしゃら

れていました。本当にお忙

しい中で、「現場を見ている」

ということなのですね。現

場の課題・問題を 一つ一つ

取り上げて、解決のために

常に考えていただいている

のかなと思います。私自身

は大学教員の立場から「学

習指導要領」に堅苦しいイ

メージを持っていたのです

が、今日関先生のお話を拝

聴し私がほっとしたのは、 

授業は「学習指導要領」どお

りパーフェクトじゃなくて

も良い、というようなこと

を関先生が仰ったことです。

自分が教えている剣道授業

で試合までもっていくには、

これまで面と小手と胴の打

ち方は教えなければと思っ

ておりましたが、私自身が

この６月に体調を崩して２ 

週間休んだせいで実技授業

回数が足りなくなり、対人

技能としての小手の打ち方

を教えられなかったんです

ね。それで面と胴だけで、学

生が楽しめたかということ

ですが、学生はそれなりに

楽しんでくれました。学生

が剣道を楽しいと思い、剣

道に興味を抱くような授業

が大事ですよ、と関先生か

らいっていただいたような

気がします。われわれ剣道

専門分科会は、剣道の楽し

さや、剣道の良さを改めて

整理する役割があると思い

ました。またアンケートの

ことをおっしゃいました。

剣道が他のスポーツに比べ

てどれくらい満足度が高い

か低いかっていうのを。「ド

キッ」としましたけれども、

これも先生がまとめていた

だいたように、教養の一つ

というか、この領域の一つ

として、子供たちが学ぶ必

要があって将来それが必ず

選択肢の一つとしてあると

いうことが大事であるとい

うお話がとても新鮮でした。

今後とも、剣道専門分科会

へのご助言、ご指導をよろ

しくお願い申し上げます。 

最後になりましたが、関

先生へ拍手をお願いしま

す。また先生方におかれま

しては、後期授業が始ま

り、学生大会があったりと

ご多忙の日々だと思います

が、研究の方でも、このよ

うな、お互いが成果を共有

できる「場」をこの先ずっ

と持っていけるような剣道

専門分科会でありたいと思

っていますので、どうかご

協力よろしくお願いしま

す。 

【天野】関先生、本日は誠

にありがとうございまし

た。以上をもちまして、日

本武道学会第 56 回剣道専

門分科会講演会を終了とさ

せていただきます。 
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1. イントロダクション 

【大石】それでは定刻とな

りましたので、ただいまよ

り令和 4 年度日本武道学会

剣道専門分科会研究会を、

武道ワールドとの共催で開

催させていただきます。ま

ず、剣道専門分科会会長の

長尾進先生より、ご挨拶を

いただきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

【長尾】長尾です。皆さん、

年度末それから新年度に向

けて、お忙しいところご参

集いただき、ありがとうご

ざいます。クンプ・嘉寿子さ

んには、全剣連の立場とし

ても、FIK の立場としても、

大変お世話になっておりま

す。一つ例を挙げますと、昨

年に EKC、第 31 回ヨーロ

ッパ剣道選手権大会がフラ

ンクフルトであったのです

が、準備までが大変だった

のですよ。例えば体育館も

準備していたところが、ウ

クライナの難民の人たちが

使う場所になったり、二転

三転する中で、ご主人のウ

ヴェ・クンプさんと一緒に

ものすごいご苦労をなさっ

て、第 31 回 EKC を見事成

功に結び付けられました。

それからご自身の剣道もブ

ラッシュアップを忘れずに

励んでおられまして、昨年

の秋に見事 7 段に合格なさ

れました。そういう意味で

は私も非常に尊敬している

人でございます。英語、ドイ

ツ語ともにご堪能でござい

まして、嘉寿子さんがいら

っしゃると、本当なんでも

安心していられるというと

ころがございます。もう個

人的にも去年のヨーロッパ

選手権ときには大変ご迷惑

をおかけしました。今日は

嘉寿子さんがドイツに行か

れてから今日までの来し方

と、それから今、ドイツ剣道

連盟をはじめ、主にヨーロ

ッパが抱えている剣道に関

する色々な課題などもお話

いただけるかと思います。

令和 4 年度⽇本武道学会剣道専⾨分科会研究会 

ドイツの剣道事情最前線 
 

講師：クンプ 嘉寿⼦ ⽒ 
(フランクフルト市かたな剣友会役員・ドイツ剣道連盟⽇本担当役員) 

司会：⼤⽯ 純⼦ ⽒ （筑波⼤学・教授） 
      ⼩⽥ 佳⼦ ⽒ （法政⼤学・教授） 

⽇時：令和５年 3 ⽉ 25 ⽇ 15:00〜17:00 
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私自身も非常に楽しみにし

ています。皆さんも楽しみ

にしていただければと思い

ます。嘉寿子さんどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

【大石】長尾会長、どうも

ありがとうございました。

それでは画面を私の方で共

有させていただきます。 

それでは本日、ドイツの

剣道事情最前線ということ

で、クンプ・嘉寿子さんをお

迎えして、研究会を始めさ

せていただきます。実は酒

井幹事長の方からも、ずい

ぶん長い間講演をしてほし

いということをお願いして

きていたのですが、なかな

かお忙しかったことと、ま

た非常に謙虚な方で、なか

なかお受けいただけなかっ

たのですが、この度ようや

く嘉寿子さんからお話を伺

うことができることになり

本当に嬉しく思っておりま

す。本日はよろしくお願い

いたします。 

嘉寿子さんご自身からも、

これからのご講演の中で、

自己紹介等はございますけ

れども、簡単にご紹介申し

上げます。まず中学校から

剣道部で剣道を始められた

ということでございます。

その後東京外語大学のドイ

ツ語学科に進学され、そこ

で剣道も修行されつつ、卒

業をされました。その後、ド

イツ・フランクフルトに仕

事の関係で渡られておりま

す。ドイツでも剣道を通し

て活動され、そこで出会わ

れたのが、ご主人であり、ド

イツ剣道連盟の会長をされ

ております、ウヴェ・クンプ

さんでございます。本日の

講演の中でも少し出てくる

ところでございますが、今、

ポスターには息子のクン

プ・ロベルトさんが映って

ございます。それと、嘉寿子

さんの教え子の方が写って

おります。この辺りの、成長

の過程等についても講演の

中で触れていただけるので

はないかというところでご

ざいます。さて、大変申し遅

れましたけれども、本日こ

の講演の司会並びにコーデ

ィネーターといたしまして、

私、筑波大学の大石純子と、

法政大学の小田佳子先生の

方で、進めてまいります。小

田先生、一言自己紹介をお

願いいたします。 

 

【小田】ありがとうござい

ます。法政大学の小田です。

どうぞよろしくお願いしま

す。私自身も 2004 年から

2008 年までの 4 年間なので

すけれども、石川県で教員

をしていたときに、文科省

派遣で、フランクフルト国

際日本人学校にたまたま派

遣されることになり、そこ

でウヴェ・クンプさんと嘉

寿子さんにお会いしました。

大変お世話になり、剣道の

先輩というよりも、二つ上

の姉という感じで慕ってお

ります。本日どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

 

当⽇の様⼦ 
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【大石】小田先生ありがと

うございます。私と小田先

生と嘉寿子さんで、オンラ

イン鼎談形式の形をとらせ

ていただきます。基本的に

は嘉寿子さんにご講演をい

ただくのですけれども、途

中で合いの手や質問を入れ

る形で進めさせていただけ

ればというふうに考えてお

ります。 

それでは、嘉寿子さんに

マイクをお渡ししていきた

いと思います。まず嘉寿子

さんの自己紹介、またどの

ように剣道に携わるように

なったのかというあたりの

ところをお話いただければ

と思います。 

 

 

2. 講演 

【クンプ】ご紹介ありがと

うございました。ドイツで

剣道をしております、クン

プ・嘉寿子です。あまりこう

いったプレゼンテーション

をしたことがないので、お

役に立てるかどうかわから

ないのですけれども、こう

いった機会を与えていただ

いて本当に感謝しています。

ありがとうございます。今

お話いただいたように、日

本で生まれて、2歳ぐらいの

頃に父の転勤でアメリカに

移住しています。アメリカ

では日本語も英語もどちら

もできないのに、現地校に

放り込まれまして、言葉で

苦労しました。日本に帰っ

てきたのが小学校 3 年生で

す。帰ってきたときにはも

う日本語ができない状態で

したので、そこでまた苦労

しました。その後なんとか

中学、高校、大学まで行っ

て、仕事の関係でドイツの

方に移ってきました。それ

がちょうど 1994 年なので

29 年前、今 30 年目になっ

ています。一度転職してド

イツの日系会社に勤めて、

色々な国の人たちと一緒に

仕事をしています。言葉の

環境からいうと、子供の頃

は何を喋っていたのか知り

ませんけど、保育園幼稚園

ぐらいから英語の生活で、

その後は日本では日本語だ

けで、ドイツに来てからは

主にドイツ語を使う生活に

なっています。日本語がそ

のおかげで若干怪しくなっ

ているのですけれども、も

し何かわかりにくいことが

あったらいつでもご指摘く

ださい。 

剣道は、中学で始めまし

た。ただ中学校、高校は剣道

の先生もいないような部活

動だったので、大学に入っ

てから先生に教えを受けて、

その後ドイツに来てから

色々な素晴らしい先生方に

ご指導いただいて今に至っ

ています。今剣道をしてい

るのがフランクフルトのか

たな剣友会という名前のク

ラブです。 

 

【小田】まず、ドイツに移

って会社に入ったときの嘉
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寿子さんはおいくつで、出

会ったときのウヴェさんは

おいくつだったのでしょう

か？  

 

【クンプ】ドイツに来たの

が 25 歳のときですね。1-2

年は剣道もせずというか、

住んでいた町で剣道のクラ

ブがなかったので、色々な

他のスポーツを試したので

すけれども、パラグライダ

ーとかテニスとか、結局し

っくりこなくて、剣道クラ

ブを隣町で見つけたのが26

歳のときです。そこの指導

者をしていたのがうちの主

人で、数年ぶりに剣道する

ので、すぐにはきつい練習

はできないって言っていた

のにきつい練習させてくれ

ました。ちょうど先月 55 歳

になったところです。 

 

【大石】ありがとうござい

ます。それでは、ここからド

イツについて、またフラン

クフルトについてお話をい

ただこうと思います。お願

いします。 

 

【クンプ】ドイツについて

は、もちろん皆さんご存知

の国だと思うのですけれど

も、実はドイツの面積とい

うのはあまり日本と変わら

なくて、ただ、人口は非常に

少ないです。そのため人口

密度が少なくて、比較的

広々としたイメージがあり

ます。また日本と違うとこ

ろは、外国籍や外国からの

移民の人たちが多いことで、

ここにあるように 40%ぐら

いは外国人です。40%の人

口というのが東京・神奈川・

大阪を足したぐらいの数の

人たちですが、フランクフ

ルトで街を歩いていても、

他の国の言葉しか聞こえな

いときもあります。その中

に、各州があって私達がい

るところはヘッセン州とい

うのですけれども、その人

口は千葉県程度です。フラ

ンクフルトは比較的国際的

な都市として有名ではない

かと思いますが、それでも

その人口は本当に練馬区程

度しかいない小さな町です。 

次のページですが、ドイ

ツのイメージということで、

いくつか私の家の周りの写

真を撮ってみました。真ん

中の下の写真はライン川で

す。車ここから 1 時間ぐら

いのところです。ブドウ畑

が広がっている、いわゆる

観光地です。先生方とも行

ったことがあるところです。

左上がフランクフルトの街

中で、他のところは私の家

の近く、歩いても行けるよ

うなところの景色で、こう
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いった広々としたところで、

生活しています。写真のソ

ーセージはフランクフルト

ではどこでも食べられて、

美味しい食事です。毎日は

食べられないですけど。そ

の次に、私から見たドイツ

人のイメージというのが、

私が思いついたところで整

理をしてみました。まず日

本人と似ているとよくいわ

れるのですが、確かに真面

目なところは似ています。

ですが、基本的にものすご

く合理的でルールを作った

らそれに従い、ルールから

外れたときには本当によく

意見を述べたりします。そ

ういったところが目立ちま

す。一方で自然や歴史、また

プライベートの時間をもの

すごく大事にする人たちで、

環境問題とかも、政府だけ

が頑張っているわけではな

くて、個人個人が気を付け

ているというイメージはす

ごく強くあります。仕事と

プライベートが両方重なっ

た場合はプライベートの方

を優先するという人がかな

り多いです。 

またマイスター気質とも

いわれます。マイスター制

度がドイツにもあるのです

けれども、割と専門的な仕

事を大切にする人たちなの

で、自分の専門を突き詰め

ていくというところもあり

ます。皆さんがドイツ人と

関わられたことあるのかど

うかわからないですが、割

と見かけは無愛想です。不

愛想なのですけれども、結

構困っているときには、必

ず手を差し伸べてくれると

いう優しいところがあると

思っています。 

 

【小田】はい、ここで質問

させてください。ドイツに

行ったときに、とても思っ

たことなのですが、ドイツ

人気質というか、ゲルマン

民族の血なのかなと思うぐ

らい、みなさん森の中を散

歩する。そのようなイメー

ジがあるのですが、この辺

りって嘉寿子さんはどんな

印象を持っていますか。ま

た、プライベートと仕事だ

ったらプライベートを優先

するということですが、ク

ンプ家のお休みは剣道なの

か、クンプ家のバケーショ

ンとはなんなのかというと

ころを、教えていただきた

いなと思います。 

 

【クンプ】はい。森の中を

歩くことについては、最初

は私もものすごく違和感が

ありまして、ただひたすら

森の中を歩いたりとか、川

沿いの散歩道をひたすらサ

イクリングしたりとか、そ

ういったことに最初は慣れ

なかったのですが、段々そ

ういった時間が私も使える

ようになってきて、特にコ

ロナの間は自分でもきもち

よく散歩したりしていまし

た。プライベートについて

ですが、確かに普通の人た

ちはバケーションに行きま

す。子供の学校の休みに合

わせて家族で旅行に行くの

がこちらでは普通です。私

達は子供たちも大人になっ

ていますし、プライベート

＝剣道となっている感じで

す。ですが、主人は自転車

で、例えば 10 日間かけて
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1,000 キロ、ハンガリーまで

自転車で行くといったよう

なプライベートの過ごし方

をしています。私はどちら

かというと、のんびりした

り、観光街を観光したりが

好きなので、別の町に行っ

たり、家でのんびりしたり

しています。 

 

【小田】思い出しました。

ハンガリーカップに行くの

に、自転車で 10 日間かけて

行っていましたよね。考え

られないですね。考えられ

ないけど、そういうことが

できるのですね。では、この

まま次に進めていきたいと

思います。いよいよ、ドイツ

の剣道についてお話くださ

い。 

 

【クンプ】ドイツ剣道の始

まりについて、私達の方で

記録されているのは、1965

年にヴィースバーデンとい

う隣の町の人が、日本で剣

道や空手を習ってきて、そ

れを持って帰ってきて、地

元でドイツ人に剣道を教え

たのが始まりと言われてい

ます。一方で、ベルリンの方

で、在独日本人が、おそらく

学生さんではないかと思う

のですが、剣道を教えてい

たという話もあるので、ベ

ルリンとヴィースバーデン、

600 キロぐらい離れている

のですけれども、その 2 ヶ

所で剣道をやっていたとい

うことになっています。そ

の後にドイツ柔道連盟の下

に剣道セクションというの

が作られて、76 年には初め

て世界大会に参加したと聞

いています。その後、78 年

に初代のブンデストレーナ

ーを日本から招待して、毎

年 6 ヶ月間、ドイツで剣道

指導していただいていまし

た。それは今も色々な形で

続いています。1990 年、89

年にベルリンの壁が崩れた

ので、その前までは東ドイ

ツのチームというのがあり

ましたが、90 年がその東ド

イツチームの最後のヨーロ

ッパ選手権と聞いています。

そして 93 年にドイツ剣道

連盟が発足しました。その

ときに、主人も副会長とし

て、当時の連盟の発足に携

わっていました。 

 

【小田】ここで、一点ちょ

っと確認させてもらってい

いですか。1970 年のヨーロ

ッパの方は、やはり柔道連

盟の傘下に剣道が入ってき

て、根付くという感じのと

ころがあります。フランス

などは今もそうなっている

のか、少しわかれているの

か、分かりかねるのですが、

ドイツはこの柔道連盟の傘

下から抜けているのか、ど

のような位置にあるのかと

いうことは分かりますでし

ょうか。 

 

【クンプ】いまも一応柔道

連盟の下にはあるのですけ

れども、それでも剣道連盟

として自立はしていて、予

算とかは全く別です。組織

は柔道連盟の下で、運営は

完全に剣道連盟オンリーで

やっています。それでドイ

ツ剣道連盟の下に居合道や

杖道が入っている形です。 
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【小田】：ありがとうござい

ます。 

 

【クンプ】当時、剣道を始

めた第 1 世代の人たちと、

私は今もコンタクトを取っ

ているのですけれども、そ

の方々が提供してくれた当

時の写真で 1970 年代のド

イツの様子がアルバムに残

っていたので、それをさら

にまたコピーさせていただ

きました。顔は隠していま

すが、そちらが東ドイツで

剣道をしていた方で、この

人の防具は全て手作り、見

よう見まねで作った稽古

着・剣道具です。 

当時いらしていた日本の先

生の話によると、胴はプラ

スチックのようなものだっ

たので、全然剣道具の役目

を果たしていなくて。打っ

たら本当に痛いものだった

らしいですが、でもそこま

でしてでも剣道をやってみ

たかったという人たちがい

たようです。 

 

【小田】ドイツでは特に痛

いですね、打撃が痛いから。 

 

【クンプ】はい。一応、ご参

考までになんですけれども、

本来 FIK がこの上にいるの

ですが、ヨーロッパ剣道連

盟という連盟があって、そ

の下に 40 カ国ぐらい、各国

の剣道連盟がありまして、

例えばフランスなどと同じ

ようにドイツにはドイツ剣

道連盟があります。今のと

ころ、コロナ後の登録会員

数は、大体 2,700 人と少し

減っています。ドイツ剣道

連盟の下に、各州の剣道連

盟があって、私達がいると

ころは、ヘッセン州剣道連

盟という名前の連盟なので

すが、登録会員は 500 人程

度です。ヘッセン州剣道連

盟の下に各クラブがあって、

その州の中のクラブの一つ

であるフランクフルトのク

ラブが、かたな剣友会とい

う名前で、今登録会員が180

人ぐらいです。その他 10 ク

ラブぐらいあり、クラブ同

士でお互い行き来しながら

稽古をできるという環境に

あります。ドイツ全体では

100 ぐらいの大小のクラブ

があると思います。 

 

【小田】180人いる会員で、

いつも稽古に出てくる人数

っていうのは何人ぐらいな

のでしょうか。 

 

【クンプ】子供・初心者・大
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人をあわせて、いつもの稽

古に来るのは、おそらく 50

人ぐらいです。例えば数ヶ

月に 1 回、思い出したよう

に来る人もいれたら、その

倍ぐらいはいると思います。 

 

【小田】では、本当に 100 人

近くはサポーターになって

いる。 

 

【クンプ】そうですね、そ

ういう感じですかね。大事

なサポーターですね。 

先ほど話したドイツ剣道

連盟、今の組織なのですけ

れども、会長が私の主人の

ウヴェ・クンプです。この写

真はだいぶ前の写真ですが、

これがいいというのでこれ

を載せていていただいてい

ます。副会長が 2 人、アド

ミ関係とスポーツ関係の担

当がいます。アドミという

のは例えば審査部門などで、

スポーツ関係の方は大会の

運営などを担当している副

会長です。副会長が 2 人と、

会計が 1 人、4 人が幹部で

す。4年交代です。その他に、

各担当役員がいます。例え

ば審査の担当や審判の担当

などそういった役員が 14

名と、医療担当者が 1 名、

それから名誉会長が、今は

3名いるというのが、大まか

な組織の概要です。 

次にドイツ剣道連盟の方

で主催している行事は、大

まかに言うと大会と講習会、

その他、になるのですけれ

ども、大会でいえば、国内選

手権で大人の個人選手権、

それからドイツの団体選手

権。18 歳が成人なので、18

歳以上が男女別でやってい

ます。昔、私がまだ大会に参

加していた頃は、団体戦は

男女混合だったので、私も

男性と一緒に試合したりし

ていました。今は男女別に

なっています。あとジュニ

ア選手権が 18 歳未満、これ

が個人・団体であります。ジ

ュニア大会というのもあっ

て、もっと子供を増やした

いという意向から、初心者

の基本錬成大会を含めた大

会を行っています。 

ここに少しスケジュール

を書いているのですけれど

も、ドイツでは学校の夏休

みや春休み、そういった時

期が毎年変わるんですね。

それも州によって、夏休み

の時期とかが全部違うので、

例えば今年のフランクフル

トは 6 月から 8 月が夏休み

だったのに、ベルリンは 7

月から 9 月が夏休みという

感じで、休みがずれるので、

休みを避けてドイツのジュ
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ニア選手権の日程を決める

ということがものすごく難

しく、いつも苦労していま

す。 

 

【小田】シニアとジュニア

にわかれているかと思うの

ですが、18 歳未満のジュニ

アが占める大まかな割合と

いうか、ドイツの剣道人口

の中でジュニアの割合はど

の程度でしょうか？ 

 

【クンプ】ジュニアの割合

は、練習している人数から

いうと 20％ぐらいです。子

供の部があるところが元々

少ないので、子供の部があ

るところで本当に 1 対 4 ぐ

らいだと思います。実際に

は、子供がいないクラブも

結構あるので、何とも言え

ないのですが、先週ジュニ

アの大会があったときは、

100 人ぐらいは集まってき

ていたと思います。 

 

【小田】先ほど男女が元々

一緒にやっていたというお

話もありましたが、女性と

男性の割合で分けると大体

どのような感じでしょう

か？ 

 

【クンプ】大会に参加する

のは、確か女性が 30 人で男

性が 70 人ぐらいですかね。 

 

【小田】ありがとうござい

ます。 

 

【クンプ】これが大会のと

きの写真で、開会式や閉会

式、そのあとの集合写真な

どです。一度ヘッセン州の

団体戦で、小田先生にコー

チをしていただいて優勝し

たときの写真も入っていま

す。 

閉会式では、みんなきち

んと立って話を聞いている

のですけれども、それ以外

の時間は好きにポーズをと

ったりとかして、非常に明

るい雰囲気です。ドイツだ

けではなく、ヨーロッパは

どこでもそんな感じでした。

その次に、行事としては講

習会があるのですが、一番

長く続いているのが寒稽古。

これは去年で 50 回目にな

りました。去年、筑波大の先

生方にも来ていただいて、

子供の部と、一般の部と、代

表チームの部と、3体育館に

分けて稽古します。4日間ぐ

らい施設の方に泊まり込み

で、全員で 160 人ぐらいが

集まって、稽古をしてきま

した。その他、年によって変

わりますが、春合宿や夏合

宿があって、それは少し規
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模が小さいですが、そうい

ったときにも先生に来てい

ただいて、機会があれば審

判講習会も随時行っていま

す。 

他には、女性の講習会も

しています。大石先生にお

願いしたこともあるのです

が、そういった講習会を開

いたり、指導者のための講

習会を開いたり、あとはブ

ンデストレーナーの先生が、

ドイツにいらっしゃるとき

に、一般向けもしくは代表

チーム向け、ジュニア向け

など、目的別に講習会を開

いたりしていただいていま

す。写真が講習会の様子で

すね。一番右が去年の寒稽

古の写真です。真ん中の下

の写真がジュニア講習会の

ときのウォーミングアップ

中の写真で、真ん中の上の

写真が春合宿の写真なので

すが、このとき私も生まれ

て初めてピンクの袴を目に

し、面白いので写真を載せ

てみました。こんな感じで

やっています。 

次に、その他の行事につ

いてですが、他の国と同様

に、代表チームの選抜や強

化練習も入れていて、あと

はこれから話すブンデスト

レーナーのご招待をしてい

ます。これは 78 年からずっ

と続いてきたものです。さ

らにヨーロッパ選手権も、

去年 3 回目をフランクフル

トで開催しました。こうい

ったようなこともドイツ剣

道連盟でやっています。こ

れがヨーロッパ選手権や世

界大会のときの写真なので

すが、左の 4 枚が去年のヨ

ーロッパ選手権のときの様

子ですね。先生方に審判の

ルールを説明していただき、

審判全員で写真を撮り、ま

たドイツチームも運よく入

賞することができたので、

写真を撮って残しています。

右端が韓国の世界大会のと

きのドイツチームの写真で

す。 
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【小田】板張りの写真があ

りますが、ヨーロッパでは

普通板の床がなく、コンク

リートの上にウレタンの床

でしているイメージがあり

ます。この板は全部自分た

ちで張ったと聞いています。 

 

【クンプ】はい。コロナの

関係でなかなか体育館が取

れず、体育館の場所も二転

三転したのですけれども、

半年前になって主人のアイ

ディアから、非常に広い屋

内競技場に板を張れば剣道

ができるというアイディア

が出て、イベント会社など

に電話しまくって、板を探

して、主人が板の販売店ま

で行って、自分で踏み込み

をして、使えるかどうかを

試していました。体重が 3

桁台の主人が踏み込みして

大丈夫なら大丈夫だろうと

いうことで、その板を注文

して、自分たちで貼り付け

ました。 

もちろん業者の人にも手

伝ってもらったのですが、

日曜大工ができる主人も、

自分から率先して、トンカ

チを手に持ってやっていま

した。ヨーロッパ選手権本

番の前日の夕方まで、色々

とトラブルがあったので、

床を張り付ける作業にかか

りきり、先生方のお迎えも

ろくにせず、申し訳なかっ

たのですが、ギリギリまで

床を張って何とかここまで

こぎつけました。 

 

【小田】先ほど長尾会長か

らもありましたが、手作り

だけど、手作りとは思われ

ないプロの仕事という感じ

があります。日曜大工とい

う言葉が出てきたのですが、

ドイツの男性は本当にプロ

並みですよね。家のことは

全て日曜大工でできるとい

うか。ウヴェさんを見てい

ても、すごいなと思います。

マイスター気質が現れてい

る感じがものすごくします。 

では、ここからは先ほど

からも名前が出てきている

ブンデストレーナー、これ

はドイツ語なので、何のこ

とかわからないかと思うの

ですけれども、日本の全剣

連から派遣される錚々たる

先生方、本当普段は会えな

いような先生方が派遣され、

そして直接交流する機会、

ご指導いただく機会がある

んだと思いますが、その辺

りについて教えてください。 

 

【クンプ】ブンデストレー

ナーを直訳すると、連邦指

導者、ナショナルトレーナ

ーという名前になります。

サッカーでいうところのブ

ンデスリーグ、ブンデスト

レーナーというイメージで

す。その発端は、当時剣道が

始まったヴィースバーデン

のクラブの会員が、全剣連

の当時の会長か役員の方と

知り合いになって、日本の

先生をドイツに送っていた

だけないかと直談判して派

遣をお願いしたというふう

に聞いています。そのおか

げで、当時は 6 ヶ月間、日

本の先生がドイツに剣道指

導のために滞在し、それも

最初の頃はヴィースバーデ

ンだけだったのですけれど
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も、その後は色々なドイツ

人の家庭にホームステイを

して、お互い言葉が通じな

いところに 6 ヶ月間滞在し、

昼間は観光なり家庭の人た

ちと一緒に過ごすなりして

夕方は毎日のように剣道の

指導をしていただいていた

ということです。もちろん

目的はドイツにおける剣道

の普及や代表チームの強化

とかになっていました。6ヶ

月の滞在で、ヴィースバー

デンだけではなく、ドイツ

各地に指導に来ていただき

たいという話がたくさん出

て、各地を回るようになっ

ていたのですけれども、6ヶ

月になるとやはりビザの取

得も非常に難しいですし、

先生方も 6 ヶ月日本を離れ

るのが難しいということも

あり、途中から 3 ヶ月に変

更になりました。コロナが

始まってからしばらく中断

しました。今 FIK の方たち

に、非常に頑張っていただ

いているのですけれども、

何とか今後も続けてお願い

したいと話しています。ホ

ームステイをしていただき

ながら、剣道を指導してい

ただくということは、先生

方にとってはとても大変な

ことだと思います。40 歳ぐ

らいで、いきなり知らない

人の家に泊まり込み、言葉

も通じないということは非

常に大変だと思うのですけ

れども、そのおかげで日本

の先生方と、ドイツで剣道

をしたい人たちとの繋がり

というのが長く続いている

と思います。しかも、ドイツ

の文化、生活を知っていた

だいた上で剣道指導をして

いただけるので、ものすご

くお互いに強烈な印象を残

しているのではないかと思

います。 

この写真は、第 1 代のブ

ンデストレーナーです。真

ん中の先生はお亡くなりに

なられたのですが、当時の

写真です。 

 

【大石】ブンデストレーナ

ーというのは、私も耳には

聞いていたのですが、あま

り詳しいことを知らないで

いたので、その点がよくわ

かりました。お話を伺って

いると、指導に行かれる先

生方にとっても本当にすご

く武者修行だなと思いまし

た。複数人で行くわけでは

ないのですよね。1人だけで

すよね。それはすごいこと

だなというふうに思いまし

た。 

 

【小田】1965 年からのスタ

ートということなのですが、

60 年近く 50 年を超える歴

史がある制度なので、本当

に今後も続くといいですね。

いよいよ嘉寿子さんがお世

話をしている、主催してい

るかたな剣友会について、

私もここでお世話になりま

した。かたな剣友会につい

て教えてください。 

 

【クンプ】この機会に私も

色々整理をすることができ

て、実は面白いクラブだな

と自分でも思ったのですけ

れども、まず、特に書面で残

しているわけではないので

すが、「明るく剣道を続けま

しょう」ということで、明る

く、長く、それから色々な人

がいるので、とにかくバラ

ンスよく剣道やっていきま

しょう、というのがモット

ーになっています。ここに

4 点ぐらい関連性のあるこ

とを書いてみました。例え

ば 3 人役員がいて、あと 2

人がヘルパー的な役員なの

ですけれども、5人それぞれ

が国籍も違う、年齢も違う、

剣道歴も違う。ドイツでは
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高段者が、イコール会長に

なることはないです。特に

クラブのレベルではまずそ

ういうことはないです。で

すので、今の会長は、例えば

38 歳、会長になったときは

まだ 30 歳そこそこだった

のですけれども、当時は 3

段か４段で、今 5 段になっ

ていますが、スペイン人の

男性がやっています。私の

主人のウヴェ・クンプは 7

段、メインの指導者として

やっていますけれども、指

導者は会長の下になるので、

もちろん剣道の技術的な指

導は責任を持ってやります

が、色々な運営アドバイス

をしても、3段や４段の会長

が、それはうちのクラブに

は合わないからやりません

と言えば、それで話は終わ

ります。会長が全ての決定

権を持っているという感じ

です。他のクラブでも、同様

の形が多いと思うのですけ

れども、日本ではあまり見

ない光景かもしれません。

あとは外国籍の人が多いと

いう話を最初にしましたが、

私達の会員をみてみると、

国籍がドイツであっても、

ルーツが違うという人もか

なり多いので、今活動して

いる会員でもおそらく 15

カ国ぐらいの人たちが一緒

に稽古をしていることにな

ります。剣道のレベルも、子

供から大人まで、それから

初心者から７段までいるの

ですけれども、レベルが 10

くらいあって、そういった

人たちを一つにまとめて稽

古をしないといけませんの

で、色々と工夫したり、考え

たりすることがたくさんあ

ります。できる、できないは

別として、一応そういう環

境で剣道をしています。 

あと、体力差や年齢層な

のですが、子供の部は大体

14.15 歳までで、大人の部は

それ以上の人たちがやって

いるのですが、子供の部で

6 歳から 15 歳、大人の部で

16 歳から 70 歳ぐらいまで

が、一緒に同じメニューで

稽古をしているのですね。

身長差も、大人の部でいう

と、一番小さい女性が145、

6センチぐらいで、一番大き

い男性が 202 センチ、体重

の差も 45 キロから 140 キ

ロぐらいの差があるので、2

列になって回り稽古をする

ときも、結構な上下があっ

て、なかなか大変なところ

はあります。しかし、本人た

ちは慣れてしまっているの

で、あまり大変だとは思っ

てないかもしれません。あ

とは、障害を持たれた方も

いますし、ドイツでは 2 年

ぐらい前から、性別が男女

だけではなく三つになりま

した。ディバースとドイツ

では呼んでいます。パスポ

ート上も、三つの性別に変

わっていて、私達のクラブ

でも第 3 の性別を持ってい

る人が会員になっているの

ですけれども、色々と考え

ないといけないことがあり

ます。例えばどこで更衣を

してもらうのかというとこ

ろからも始まって、竹刀も、

男子の竹刀を渡したらいい

のか、女子の竹刀を渡した

らいいのか、そのような面

でも、役員や指導者で相談
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しながらやっています。そ

ういった色々な人の集まり

です。次の 2 枚が、クラブ

の様子を出している写真な

のですが、左の方が子供の

部です。大体メニューとし

ては、準備運動、素振り、足

さばき、基本打ち、地稽古、

かかり稽古というパターン

が多いです。試合前や審査

前など、来るメンバーによ

って、毎回少しずつ色々パ

ターンを変えてやっていま

す。先程も話したように、

色々な人がいるので、大人

の部でも、例えば高段者に

なっても、足さばきの基本

練習を一緒にやっています

し、70 歳の会員でもかかり

稽古を一緒にやっています。

形の練習なども、ドイツ人

は好きなのでやっておりま

す。また試合や講習会にも

行ったりして、さらに先生

だけではなくて、他の国か

らゲストが来たときには、

いつも一緒に稽古をしてい

ます。また、いつも稽古をし

ているだけではなかなか人

が集まってこないというこ

ともあるので、後で少し話

はしますけれども、例えば

イベントやジャパンデーが

あったときに剣道紹介した

り、クリスマスには風船割

りのゲームをしてみたりと

かしています。真ん中の上

の写真は韓国の学生の人た

ちが、連盟としてドイツに

来てくれたときに、一緒に

撮った写真です。その他に

は、かなり目立つかたなの

ジャンパーを作って、みん

なで連帯感を作ってみたり

もしています。天狗カップ

という国際大会・親善大会

をフランクフルトで主催し

て、人に集まってもらって

みんなで友達を増やそうと

いうこともやっています。 

 

【大石】クラブの色々なイ

ベントについてもお話をお

願いします。 

 

【クンプ】稽古以外で主催

している剣道行事としては、

天狗カップが一番大きいの

ですが、毎年 6 月に行って

いるオープン大会です。オ

ープン大会と昇段審査、5段

までの昇段審査を週末にや

っているのですけれども、

本当にオープンで、男女混

合、日本からも参加者に来

ていただいたこともありま

すし、ヨーロッパ各国から

選手が集まってきて、個人

戦・団体戦をやっています。

そのときに、試合だけやっ

ても友達にはなれないとい

うことで、もっと剣道の友

達を作ろうというのが趣旨

なので、試合の後にはみん
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なでバーベキューをします。

大体、試合に来る人たちが

200人ぐらいとしたら、バー

ベキューには 100 人ぐらい

残るので、審判の人たちも、

ヘルパーの人たちも、選手

の人たちもみんな一緒にな

ってワイワイ飲んで食べま

す。ステーキ・ソーセージ、

それからビールでバーベキ

ューをしています。これは

今年でちょうど 25 年目に

なりますかね。 

他にやっているのがお試

しコースです。人を入れな

いとなかなか続かないので、

毎年 2 回、初心者コース、

お試しコースというのをや

っています。あとは、先生方

や他の剣道のお客さんの受

け入れをしたりとか、級審

査をクラブの中でやったり

ですとか、またドイツでは

防具屋さんが特にないので、

竹刀の修理を自分たちでや

るようにしていて、高校生

とかにも竹刀の修理の仕方

を教えるようにしています。

右下の写真が、私達の家の

庭ですが、高校生を呼んで

修理の方法や竹刀の組み立

ての仕方を教えているとこ

ろです。 

その次に、とにかく仲良

くやりましょうという雰囲

気を作りたいので、剣道だ

けではなくて、その他のイ

ベントをやることをいつも

心がけています。夏休みの

間とか、学校の体育館が使

えなくなり、稽古ができな

い期間が結構長いので、そ

ういった時間を使って、剣

道もしくはクラブから気持

ちが離れないようにという

意図もあります。夏にはみ

んなでカヌーをこぎに行く

こともあります。先生方に

参加していただいたことも

ありますが、カヌーは全員

初心者なので、私も最初は

本当に怖かったです。ボー

トが前に進まなかったです

が、だいぶ慣れてきました。

ドイツの川は比較的大きい

ので、カヌーの貸し出しを

しているところがあるので

す。あとはバーベキューを

したり、冬だったらボーリ

ング、ゴーカートに行った

り、欠かせないのはクリス

マス会で、学校の一部屋を

借りて、家族も全員呼んで、

80 人とか 90 人とかで、持

ち寄りのクリスマス会を行

います。 

次ですけれども、コロナ

の間剣道の稽古があまりで

きない時期があったのです

が、多分日本よりは「できな

い時期」が短かったと思う

のですけれども、その間、オ

ンラインの素振りは、あま

り私達のクラブでは受けが
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良くなく、指導者自身もあ

まりそういうのが好きでは

なかったので、代わりにこ

こに書いてあるようなこと

をやってみました。一つが、

剣道の日本語教室。ただの

日本語教室ではなくて、剣

道で使っている用語を実際

に発音練習してみたり、そ

の意味をもう 1 回復習して

みたりとか、そういったこ

とをオンラインでやりまし

た。 

あとは竹刀工場、藍染工

房の見学を、日本の知り合

いにお願いして、竹刀工場

をオンラインで見せてもら

うこともしました。竹刀を

作る工程を説明してもらっ

たり、藍染工房も、染める工

程をずっとビデオで見せて

もらって、作り方を説明し

てもらいました。あとは酒

井先生にお願いして、武道

講義をしていただいたので

すが、これもものすごく好

評でした。第 2 回を待って

いる人が非常に多いです。

その他には、ブンデストレ

ーナーなどの先生方にお言

葉をいただいて、ドイツ剣

道連盟の方で出したのです

けれども、翻訳をかたな剣

友会で受け持って、そのお

言葉集というのをホームペ

ージに載せたりしました。 

それから 12 月にはクリス

マスカレンダーがあります。

ドイツでは子供たちがチョ

コレートカレンダーという

のをもっていて、1 から 24

まで窓を開けるとチョコレ

ートが出せるっていうカレ

ンダーです。例えば、12 月

1 日に 1 の窓を開けてチョ

コレートを食べる。12 月 4

日になったら 4 のところ開

けて食べるっていう。それ

が 24 日のクリスマスまで

あるお楽しみカレンダーな

のですが、同様の剣道カレ

ンダーをオンラインで作っ

てみました。オンラインで、

例えば 1 日だったら 1 のボ

タンを押すと、足さばきの

練習というメニューが出て

きて、家で自分の好きな時

間に足さばきの練習をして

みるとか、そういうカレン

ダーを 24 日分作りました。 

おかげさまでその後コロ

ナは終わって、稽古ができ

るようになったので、今は

そういったことはやってい

ません。その他には、フラン

クフルトは交通の便がいい

ということもあり、また会

員の数が多いということも

あって、ヘッセン州やドイ

ツ剣道連盟の試合や講習会

を開催することが多いので、

そういったお手伝いも年に
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何回もやっています。 

 

【小田】日本では、今よう

やく多様性について議論さ

れているのですけれども、

持続可能で多様なクラブ運

営のあり方というか、性別

の違いや宗教的な違いを超

えてという、剣道はそれを

どうしていくのかというヒ

ントがものすごくたくさん

あるなと思って聞いている

のですが、一点、竹刀の組み

方の講習を庭でやっていた

というのがあって、ドイツ

でびっくりしたのは昇級審

査の課題の中に、竹刀の組

み方があったように思うの

ですが、そのあたりちょっ

と教えてもらえますか。 

 

【クンプ】はい。ドイツの

昇級審査は、今でも結構議

論になっているのですけれ

ども、6 級から 1 級まであ

って、それも半年ごとで飛

び級もできないような形に

なっていて、その課題とい

うのもものすごく細かく決

められています。小田先生

もおっしゃったように、5級

で竹刀の組み立てができな

いといけないというふうに

なっています。それは、剣道

が始まった頃に、一度竹刀

が割れて、けが人が出て失

明してしまったという事故

があったので、それを受け

て、その後にすぐに剣道具

の修理・管理、竹刀の組み立

てが、全部自分でできない

といけないということにな

りました。そのため、剣道を

始めたばかりの人たちにそ

の課題を課しています。な

かなか 5 級を受ける 10 歳

から 12 歳くらいの子供に、

竹刀の組み立てを教えるの

は大変なのですけれども、

みんな楽しみながらやって

います。 

 

【大石】今度はプロモーシ

ョンについてもお願い致し

ます。 

 

【クンプ】多分、ご想像で

きると思うのですが、ドイ

ツではまだまだ剣道はマイ

ナーな世界ですので、どう

やって剣道をみんなに続け

てもらうか、どうやって剣

道を知ってもらうかという

のが、いつも課題になって

おります。入ってくる人た

ちや、辞めていく人たちに、

いつもどういうところが面

白いとか、どうしてやめて

しまうのかを、必ず聞くよ

うにしています。それをま

とめると、こういったキー

ワードが出てくると思いま

す。面白いと思ってくれて

いる理由と辞めてしまう理

由を把握した上で、年に 2

回のお試しコースを開催し

ています。オンラインで宣

伝し、オンラインで申し込

みをしてもらって来てもら

っています。週に１回、3 週

間だけなのですが、50 ユー

ロのお試しコース代をとっ

て、竹刀と独自の剣道入門

冊子を渡して、かたな剣友

会のグッズも一緒に入れて

渡します。そして、剣道をや

るとこういうところが面白

いですよとか、どういう風

なお金がかかります、防具

をつけられるまではどれぐ
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らい時間がかかりますとか、

そういった話をした上で、

また質疑応答の時間をとっ

て、不安があるとか興味が

あるとかそういうのを聞き

ながらコースをやっていま

す。大体今は子供・大人あわ

せて 10 人ずつぐらい来る

としたら、半分ぐらいは一

回入会する感じです。 

一旦入ってもらったら、

もうあとはどうやって引き

留めるか、どうやって続け

てもらうかというのが私達

の課題になるので、それを

キーワードで整理してみま

した。バランスという言葉

がたくさん出てきますが、

始めるとやはり色々な人が

いるということもあり、バ

ランスが本当に難しいとい

うのが、こちらの剣道環境

だと思います。色々なバラ

ンスがあると思うのですけ

れども、個人競技なのか、団

体競技なのか、それぞれの

目標やレベルに合わせた剣

道、それでもクラブに所属

しているという団体意識を

持ってもらう。そういった

ことを心がけています。時

間とお金で言えば、プライ

ベートの時間を大事にする

人たちで、無理やり週に 2

回稽古に来なさいとは絶対

に言えないので、こういう

風に稽古してもらうとこれ

だけ上手になりますよとい

うような話をしたりとか、

お金の方もクラブの防具が

あるから最初はそんなにい

らないけれども、少しずつ

貯めていって自分の防具を

買ってくださいというよう

な説明をしたりもします。 

最初に言ったように、ド

イツ人は理屈や説明が非常

に好きなので、頭で理解し

ようとするところが多いの

ですけれども、それだけだ

と体で覚えることができな

いので、そのバランスも大

事にしています。説明は必

ずするけれども、体を動か

すことも忘れないようにし

てもらうことがすごく大事

かなと感じています。さら

に厳しいところに少し遊び

を入れる部分も、バランス

をとりながら日々やってい

ます。 

その他に「名前」というの

を出したのですけれども、

個人個人がクラブに所属し

ているという所属意識を持

ってもらうためには、繋が

りを作らないといけません。

全体に向かって指導しても

何も変わらないので、最初

に私達が気をつけているの

は初心者に名前で呼び掛け

ること。稽古に来た人たち

は、必ず 1 回は名前で呼ん

であげるようにしています。

これが結構難しいです。さ

っき話したように、15 カ国

ぐらいあるので、名前も

色々な国の名前があって、

韓国人の名前があったりイ

タリア人の名前があったり、

ウクライナ人の名前があっ

たりです。必要なときは名

札をつけたりして、名前を

覚えるようにしています。

あとは、目標がそれぞれ違

い、試合に出たい人たちだ

けが集まっているわけでは

なく、試合に出たい人、級審

査や段審査を受けたい人、

ただ単に体を動かしたい人、

それぞれ色々な目標があり

ます。色々な目的を持って

きている人たちの集まりな

ので、それを把握して、ある

程度それに合うような稽古

方法をみんなで探していま

す。逆に言うと、自分が思っ

ていることを他の人には強

制しないで、自分たちでそ

れぞれの目標を持ってやっ

てもらうというようなこと

を意識しています。私達だ

けでは、技術指導の方はも

ちろんまだまだ力不足なの

で、先生に来ていただいて、

先生に稽古をつけていただ

く環境を作ったり、あとは

絶対数が少ないので、なる
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べく出稽古に行ってもらっ

たり、他のクラブの人に来

てもらったり、そういった

こともやっています。また、

みんなが稽古中であっても

休み時間には笑って話がで

きるように、明るい雰囲気

をなるべくなくさないよう

にしています。さらにはイ

ベントを企画したり、色々

なグッズを作って、機会が

あるごとに配って、みんな

に剣道クラブの一員だとい

う意識を持ってもらうこと

を、できるだけ考えながら

普段稽古をしています。 

 

【小田】そういう細やかな

配慮・工夫で、フランクフル

トのクラブチームとして

180 人いるというところが

すごいです、それでは、ラス

トスパートに入ります。日

本とドイツのクラブの違い

や、日本剣道への期待値と

いうところをお願いします。 

 

【クンプ】日本との違いと

して、本当に私個人的な感

想ですけれども、まず、敬語

とタメ口
ぐち

。日本では一つ歳

が違っても敬語を使うこと

が中学高校大学とありまし

たけれども、こちらは 7 歳

の子供でも、7段の主人でも

タメ口です。プライベート

は完全にタメ口という文化

なので、逆に敬語を使うと、

私のことを軽蔑しているの

かな、嫌いなのかなと思っ

てしまいます。そのため、全

員タメ口で話をします。稽

古は、日本だったら当然日

本語ですけれども、こちら

では号令は日本語、説明は

ドイツ語で、もし他の国の

人がいたら、他の国の言葉

がちょっと入ります。その

辺の時間のロスもあるので、

うまくまとめないといけな

いというところが違うかな

という気がします。あとは、

さっき話しましたが、ドイ

ツ人は言葉による説明をも

のすごく大切にするので、

とにかく繰り返して体で覚

えろと言っても、これはど

うしてこうするのと聞きた

がる人が多いです。一方で、

ドイツ人はものすごく筋力

が強く、割と持久力もある

かなと思います。私がただ

単に持久力がないだけでそ

う思うのかもしれませんが。

あとは、日本はよく仕事も

学業も剣道も両立をしよう

と皆さん努力されていると

思うのですが、ドイツ人は、

たとえ代表チームであって

も、「勉強が忙しいので今週

は稽古できません」とあっ

さり言ってくるので、日本

的な期待をするとがっかり

させられます。でもはっき

りしているので、わかりや

すいです。そういった意味

では、マイペースと言えま

すね。たとえチームに入っ

ていても、今日はできない

と思ったら、本当に今日は

できない。みんなのために、

ちょっと無理してでも頑張

ろうかなというようなこと

は少ないです。柔らかいか

硬いかで言ったら、やはり

ドイツ人の方は硬いですね。

それは体だけではなく、考

え方もはっきりくっきりし

ているので、そういう意味
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で硬いかなというイメージ

です。あとは、家庭環境なの

ですけれども、日本では友

人とご飯を食べに行くとき

はそっちの方を優先する、

家には遅く帰ってくる、と

いうのが比較的普通にでき

るのですけれども、ドイツ

では家の方が中心なので、

なかなかそういったプライ

ベートの時間がとりづらい

です。仕事や剣道のために、

時間を使うということがし

にくい。それと 50%ぐらい

のかなり高い離婚率がある

ので、子供に対しても大人

に対しても下手なことが言

えない。例えばクラブの子

供に対して今度一緒に遠征

に行こうと言っても、母親

がスケジュール管理して、

父親がお金の管理をしてい

るとなったときに、すぐに

は答えが出てこないのでそ

ういった調整をしないとい

けなくなります。そういっ

たこともあるので、子供た

ちと話したりするときは割

と気をつけています。 

最後ですが、こんなたい

そうなことは、本当は言え

ないのですけれども、日本

剣道への期待というよりも、

日本の方たちが先生に限ら

ず学生でも、日本から来た

人たちがドイツで剣道をし

ていく上では、やはりドイ

ツやヨーロッパの文化や環

境を知った上で、剣道をし

ていただけるとすごく嬉し

いなというのは正直ありま

す。そのためにも、一般の人

たちと直接交流をしていた

だきたいです。もちろん、既

にされている方も多いので

すけれども、同じ目線で剣

道をしていただけると嬉し

いな思います。例えば日本

では剣道はこうだよという

のを、そのまま持ち込んで、

それが通用するときも当然

多いのですけれども、それ

が通用しない場面も若干あ

りますので、そういう部分

を理解してもらえたらすご

く嬉しいかなと。あと書物

や動画も、今は英語版がか

なり出ているので、ありが

たいのですけれども、実は

皆さんが思っているほどヨ

ーロッパでは英語ができな

い人も多いのです。日常会

話はできても読み書きがで

きないという人も結構いま

すので、いつの日か、各国語

の翻訳版が出ると嬉しいと

感じています。 

すいません長くなりまし

た。ありがとうございまし

た。 

 

【小田】では、ここから質

疑応答に移りたいと思いま

す。大石先生お願いします。 

 

 

3. 質疑応答 

【大石】はい。それでは質

疑応答の方に移ります。ご

発言、ご質問のある方は、カ

メラをオンにしてご発声い

ただければと思います。軽

米先生、よろしくお願いし

ます。 

 

【軽米】：天理大学の軽米で

す。嘉寿子先生、本日は貴重

な発表ありございました。
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大学院生時代には、大変お

世話になりました。今のご

発表で、ドイツの方々が、非

常に言葉の指導を大事にさ

れるということで、自分の

今の研究とも関連してお伺

いしたいのですが、日本で

は剣道の指導するときに、

結構比喩的な表現を用いる

と思うのです。例えば、手の

内の絞り方であると、茶巾

しぼりだとか、構えたとき

のかかとの高さについては

紙 1 枚分あけるとか、そう

いった指導されますが、ド

イツだと、直接的な表現を

した方が受け入れられやす

いのか、あるいは何か他の

物事に例えて表現した方が

受け入れやすいのか、現地

の方々の反応というのがお

分かりでしたら教えてくだ

さい。 

 

 

 

【クンプ】両方ありだとは

思うのですけれども、かな

り通訳によるところも大き

いと思います。茶巾絞りは、

通訳が難しいと思うので、

例えば紙 1 枚だったら通訳

はしやすいのですけれども、

茶巾絞りとか足が流れてい

るとか、そういった通訳の

しにくい言葉になると、通

訳の方がどれだけドイツ語

にうまく訳せるのかによっ

て変わってしまいます。ど

ちらかというと具体的な言

い回しの方が喜ばれると思

います。 

 

【軽米】ありがとうござい

ます。また感想なのですけ

れども、小田先生と一緒で、

本当に色々なレベルの方が

おられる中で、色々と工夫

をされているのを感じまし

た。私も、今剣道部を指導さ

せていただいているのです

けど、全国大会で入賞して

いる子もいれば、大学高校

から始めた子もいるので、

色々悩んでいるところはあ

るのですけども、非常に参

考になるお話でした。どう

もありがとうございました。 

 

【大石】ありがとうござい

ます。他にいかがでしょう

か。斎藤先生よろしくお願

いします。 

 

【齋藤】齋藤と申します。

嘉寿子先生、ありがとうご

ざいました。勉強になりま

した。長く剣道教室続けら

れてきている中で、最近だ

と YouTube をはじめとする

動画サイトで、日本の剣道

も非常に簡単に動画から情

報を得るようなことができ

るようになってきています。

先ほどのプレゼンの最後の

方で、ドイツ語の書物が必

要だという話もございまし

たけれども、最近動画によ

る情報が伝わりやすくなっ

ている中で、実際の海外に

おける剣道指導、ドイツに

おける剣道指導において、

何か変化はありましたでし

ょうか。要は、日本の剣道が

非常に伝わりやすくなって

いる部分もあると思うので

すけれども、そういったも

ので何か変化がありました

でしょうか。 

 

 

 

【クンプ】はい、あったと

思います。特に若い人たち
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は、結構日本の選手の試合

を動画で見ていることが多

いので、パフォーマンスの

仕方を真似してみたり、と

いったところはよく見られ

ます。残念なのは、例えば基

本ができてない人がパフォ

ーマンスだけ真似をすると

いうパターンもあったこと

ですけれども、ずいぶん参

考にはさせていただいてい

ます。 

 

【齋藤】日本においても、

子供たちが YouTube など見

ながら、あまり良くない試

合を真似している人もいた

りして、その影響もあるか

なと思ったりします。あり

がとうございました。 

 

【大石】ありがとうござい

ます。他はいかがでしょう

か。太田先生、よろしくお願

いします。 

 

【太田】大阪教育大学の太

田です。お話を聞かせても

らって、剣道人口が今減っ

ている日本の中で抱える子

供たちの葛藤などに対して

すごくヒントがあったと思

うし、それから特に大人に

関して言うと、剣道との付

き合い方がすごくうまいな

というふうに感じました。

また、そういうところは、日

本が真似していかなければ

いけないのかなと感じます。

全く違う質問になってすみ

ませんが、剣道と思想的な

ものはすごく関係している

ところがあると思います。

ドイツというと、やはり西

と東で、考え方や、カラー、

風習的なもの、風土的なも

ので、少し違うのではない

か思っています。私の少な

い経験でも、東側の人と西

側の人というのは、考え方

ややることが異なっていた

りして、その辺が面白いの

ですけれども、何かドイツ

にお住まいになっていて、

西と東で剣道の捉え方や質

など、昔の方々で何かそう

いうのがあったのかという

ようなところを教えていた

だければありがたいです。

どうぞよろしくお願いしま

す。 

 

【クンプ】はい、ありがと

うございます。剣道の西と

東に関して、西と東という

よりも、例えば今首都にな

っているベルリン地域と、

私達がいる方の地域とでは

確かに若干雰囲気は違いま

す。ベルリンの方は比較的

7 段の高段者が早くに複数

人いたこともあって、割と

プライドの高いところがあ

り、剣道初期の考え方を大

事にするのに対して、若い

人が多いところでは、新し

いことに挑戦したがるとい

った部分もあるかと思いま

す。剣道から離れた生活面

で言えば、東西統一後、西側

の人たちが結構税金を払っ

ているのですよね。そうい

う意味でも、何か公平感と

いうか、バランスがうまく

取れてない部分があったの

は確かです。最近はさすが

に世代もだいぶ変わってき

ましたので、全国的に慣ら

されてきた感じで、もう東

と西っていうわけではなく、

地域や地区的に若干違いが

あるかと思います。 

 

【太田】ありがとうござい

ます。私自身もポーランド

いたときに感じたのは、昔

の人は情報があまり入って

いなかったから、それから

用具とかもなく手作りだっ

たり、それから最初に入っ

た時もずっと同じ流れをや
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っていくことがあって、そ

れに対して西の方は情報が

入ってくるので、新しくな

っていく速度が違うなとい

うのは感じていました。今

回ドイツもそういうところ

はあって、でももう今はも

うないのだというところが

わかりました。ありがとう

ございました。 

 

【大石】ありがとうござい

ました。他に、いかがでしょ

うか。奥村先生、よろしくお

願いします。 

 

【奥村】奥村です。よろし

くお願いします。楽しいお

話をありがとうございまし

た。非常に楽しくて役に立

ちそうなお話だったと感じ

ております。運営の方では、

かなり柔軟にやられている

感じがしたのですが、一方

で練習の内容については、

伝統的な練習法をしている

ということでした。また、先

ほど YouTube を使っている

というお話もあったのです

が、昔と今で、練習の方法が

変わってきた部分とか、工

夫している部分などがあれ

ば、特にその国民性や歴史

などになぞらえて教えいた

だければと思います。 

 

【クンプ】はい、ありがと

うございます。YouTube は、

練習の中ではあまり使って

ないのですけれども、練習

の内容、基本的なところは

昔と同じままで、基本打ち

を大事にするという考え方

は同じです。ただ、同じ反復

練習だけではなかなか人が

ついてこないというところ

は残念ながらあるので、例

えば日本から来ていただい

たブンデストレーナーの先

生方が示す練習方法を試し

てみたりしながら、クラブ

に合うものを加えてみたり

して、基本パッチワーク的

な稽古方法になりますかね。

色々なことを試しながら、

今日はこれをやってみよう

とか、子供だったら遊びを

入れた運動法を入れてみた

り、あとは自分たちで他の

スポーツから取り入れたも

のもやっています。つまり

体幹トレーニングを最初に

入れてみたり、遊び的な要

素を入れてみたり、基本打

ちの練習でも、色々なパタ

ーンの基本打ちの練習をし

てみたりとかそういった感

じのことをしています。 

歴史とはあまり関係ない

のかもしれないのですが、

ただあまり同じことだけを

繰り返しやっていくと、飽

きてしまう人が出てしまう

のがドイツの現状です。飽

きてしまうとみんなあっさ

り練習に来なくなってしま

うので、少しずつ毎回違う

ことをやっています。 

 

【奥村】やはり少しずつア

ップデートしていっている

ような形のところはあると

いうことですね。どうもあ

りがとうございます。 

 

【大石】はい、ありがとう

ございました。植原先生よ

ろしいでしょうか？ 

 

【植原】國學院大学の植原

と申します。ありがとうご

ざいました。若い頃、全剣連

の国際の仕事でお目にかか

って、覚えていていただい

て嬉しいです。ありがとう

ございます。さっき軽米先

生のお話から身体表現とか

言葉の問題もあるのかなと

思ったのですが、全然違う

質問なのですけれども、私

が下働き的に国際の仕事し

ているときに、日本の先生
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方とか全剣連に対して、

色々物を言いたいのだけど

もなかなか言えない。ただ、

私が下っ端だから「植原こ

れ何とか言っといてくれよ」

みたいな話を色々耳にする

機会がありました。ある意

味貴重だったのですけれど

も、今どうでしょうか。ドイ

ツやヨーロッパから、特に

日本の剣道や組織について

の要望、あるいは不満とか、

そういうものが本音の部分

でなかなか聞く機会がない

ので、こういう場だからこ

そ、やはりこの際言ってお

きたいみたいな話が聞けれ

ばなと思うのですがいかが

でしょうか？ 

 

 

【クンプ】そうですね。割

とヨーロッパの人たちは物

をはっきり言いますので、

例えば FIK の会議でもおそ

らくヨーロッパの会長なん

かは意見をよく言っている

方だとは思います。さっき

話したように、ドイツの人

たちは比較的合理的でして、

効率の良さを求めるところ

があるので、本当にこうい

うことを言わせていただい

ていいのかわからないです

けれども、処理業務的な部

分でデジタル化やオンライ

ン化を日本の方で進めてい

ただくことができたら、日

本とドイツ、日本とヨーロ

ッパの間で楽になる部分も

出てくるかもしれないかな

というのはあります。 

 

【植原】ありがとうござい

ます。長尾先生の顔も見え

るので、ぜひプッシュして

いければいいのかなと思い

ます。ありがとうございま

した。 

 

【長尾】このコロナのおか

げという言葉を使っていい

かどうかわかりませんけれ

ども、だいぶ簡略化してき

つつあるのですけどね。国

際委員会の中に、国際コミ

ュニケーション小委員会も

作りましたし、その中で 3

ゾーンの役職者たちとは、

Zoom を使ってのやり取り

というのも始めています。

そういう意味では、その中

で色々本音ベースの話も聞

きますし、さっき個人名が

出ましたけども、ハウクさ

んあたりは極めてはっきり

した考え方を持っています。

例えば、今度のサウジアラ

ビアでのコンバットゲーム

ズに対しても、特に西ヨー

ロッパの方々は人権のこと

も含めて厳しい感覚を持っ

ておられます。全員が賛成

してできるわけではないの

ですが、それでも GAISF、

今度スポーツアコードに戻

りましたけれども、そこと

の関係の中で、世界全体の

剣道の利益を考えて、やは

り出る方がいいだろうとい

う判断を多くの国がしたの

ですね。ただし、特に西ヨー

ロッパの方々を中心とした

人々は、保留といいましょ

うか、そういった意思表示

の仕方をしております。こ

れはこれで私は大事にした

いというふうに思っていま

す。植原先生、お答えになっ

たかどうかわかりませんけ

ど。 

 

【大石】ありがとうござい

ました。それでは、まだまだ

質問のある方もいらっしゃ

るかもしれませんけれども、

お時間の方も予定の時間に

参りましたので、一応ここ

で質疑応答の方を締め切ら

せていただきます。それで

は閉会に先立ちまして酒井
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幹事長の方よりご挨拶をい

ただきたいと思います。 

 

【酒井】嘉寿子さん、どう

もありがとうございました。

私どもの剣道専門分科会は、

世界の剣道事情最前線をシ

リーズものでやっておりま

す。もう何回か重ねてきて

いますが、いつかお願いし

たいと思っていて、ようや

くお願いできて、今日は本

当に良かったです。嘉寿子

さんとは、実はもう長くて、

調べてみましたら 2007 年

からお付き合いがあります。

フランクフルトの方に呼ん

でいただき、私が行くと夏

は暑い、冬は寒いで、行く度

に異常気象だというふうに

言われていました。あとは

昨日までやっていない朝げ

いこがいきなり始まってい

たりとか、思い出はたくさ

んあるんですよね。これも

喋ると多分 2 時間ぐらいか

かると思うのですが、今大

学の教員になっている軽米

先生、筒井先生、堀川先生も

お世話になりました。筒井・

堀川は、カヌーで 1 日かけ

て川下りをさせてもらって、

日本ではもうあり得ないよ

うな贅沢な時間が流れてい

ました。色々な思い出がた

くさんあります。そのよう

な中でいつかはお願いした

いと思っていたのですが、

なかなかイエスがでなくて、

コロナ禍で私も剣道の講義

をさしていただいたという

こともあって、今回は断れ

ないお願いがあるというこ

とでお話をさせていただい

たのですが、これは間違い

なかったですね。非常に面

白かったです。お話ありが

とうございました。 

今回の企画の趣旨は、や

はり日本にいてはわからな

い海外の需要というのを知

りたいということでしたの

で、お話の内容は知りたい

ことばかりで、本当に面白

かったです。最後には、日本

との違いということでおま

とめいただいて、すごくク

リアにわかりましたし、ま

たそれを克服していくとこ

ろで、バランスというお言

葉をずいぶん使っておられ

ましたが、工夫をしてやっ

ておられるんだなという事

情がよくわかりました。今

日のお話は、きちっと映像

に残しまして、長くこちら

の方で保存・発信していき

たいというふうに思ってお

ります。ありがとうござい

ました。 

日本からたくさんの剣道

関係者がそちらにお邪魔し

ておりますが、ウヴェさん

や嘉寿子さんの人柄に惹か

れて、みんな甘えて楽しま

せていただいているような

ところも多分にありますが、

やはりその人柄で、自分の

ことをあとにして人のこと

を一生懸命されるようなと

ころも多分にありますので、

拝見していると最近お仕事

も非常に忙しいようですか

ら、ぜひ健康に留意してい

ただきまして、今後益々ご

活躍いただければというふ

うに思います。今日は本当

にありがとうございました。 

 

【クンプ】ありがとうござ

いました。本当に良い機会

をいただきました。またこ

れからもよろしくお願いし

ます。 
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事務局便り 
 

会員の皆様におかれましては、平素より剣道専門分科会の運営に格別のご協力を賜り、厚く御 

礼申し上げます。ここに剣道専門分科会会報 ESPRIT2023 を送付させていただくことができ
ました。 

さて、本年度から剣道専門分科会の体制が変わりました。（以下敬称略、五十音順） 

会長：数馬広二、副会長：酒井利信、幹事長：大石純子、副幹事長：齋藤実 

事務局長：筒井雄大、堀川峻 

幹事：天野聡、有田祐二、植原吉朗、大塚真由美、奥村基生、小田佳子、軽米克尊、

小澤聡、筒井雄大、堀川峻、本多壮太郎、武藤健一郎 

令和5･6･7年度任期中の運営において、皆様の変わらぬご協力をよろしくお願いいたします。 
また、新型コロナウイルスが 5 類へと移行し、コロナ禍以前の日常が戻りつつあるなか、剣

道や研究などの活動に関しても、再び活気が戻ってきたように感じます。直接先生方にお会い

できる機会も増えており、今後ますます会員内外のネットワークを拡張して、皆様と共に、本

分科会の活動を盛り上げることができればと考えております。 

本誌で掲載させていただきました学会大会での分科会企画の演者の関先生は、スポーツ庁政策

課・教科調査官として、日本の学校体育を牽引されている先生です。分科会研究会の演者のクン

プ先生は、ドイツ剣道連盟日本担当役員として、国際的にご活躍されています。分科会や会員（

特に若い研究者）の皆様の学問的・学際的な活動につながる刺激になれば幸いです。これから

も 本誌から有益な情報提供ができるよう努力していく所存ですので、皆様からの引き続きの

ご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

末筆ではございますが、皆様のご健勝と益々のご活躍をお祈り申し上げます。 
 

 
事務局        
筒井 雄大（国際武道大学） 
堀川 峻 （筑波大学） 

 
 

 
 

 
剣道専門分科会会報 ESPRIT 編集委員 

数馬 広二 
酒井 利信 
大石 純子 
齋藤 実 
筒井 雄大 
堀川 峻 
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⽇本武道学会剣道専⾨分科会事務局 
 

〒299-5295 千葉県勝浦市新官 841 

国際武道⼤学 体育学部武道学科 筒井研究室 気付     

⽇本武道学会剣道専⾨分科会事務局         

E-mail: kendosenmonbunkakai.jimukyoku@gmail.com 


